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マルクス没後100年，ケインズ，シュムペーター
生誕100年記念行事・出版物（国内）目録(][)
841 
経商資料室
皿 マルクスの部（つづき）
〔3)新聞〕
i 個別記事
足立正恒
中曽根政治路線みる視点一「前衛」「世界」「朝日ジャーナル」など……人命尊重貫く
共産党の立場 〔文化ー今日の思想・文化ー思潮＜下＞〕 赤旗 10 (1983.11.1) 
天野恵一
注ー一上記の 1部分において， 上田耕一郎「マルクス没後百年と現代（中）」に
触れている
長崎浩著「革命の問いとマルクス主義一一階級，自然，国家そしてコミューン」一一
マルクス主義階級闘争史観に挑戦一ー大胆な主張つめこまれた刺激的な書 〔思想
Bookend〕 日本読書新聞 (2266) 6 (1984. 7. 16) 
浅田彰
マルクス主義とデイコンストラクション一ーアルチュセーリアン・マルクシズムの重要
性，際限なく決定不能性の擬態を演ずる洗練された文体よりも 日本読書新聞(2195)
1・(1983.2.21) 
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土井大助
井上正蔵，小西悟，中野和朗，橋本博訳「マルクス全詩集」 〔文化・読書〕赤旗
10 (1983.6.27) 
藤田勇
人間的本質への理念とすじ道一~マルクス没後 100 年，反核千人声明追考赤旗 10 
(1983.1.4) 
降旗節雄
山口重克著「競争と商業資本」一一密度の高い商業資本論研究ー一丹念な論争過程の検
証一一宇野＝商業資本論への徹底した内在的批判 〔書評〕 週刊読書人 (1480) 4 
(1983.5.2) 
不破哲三
マルクスと反共反撃ーー歴史の教訓から 1-5 赤旗 (1983.5.18-24)
(1) ケルン共産党裁判上 7 (5.18) 
(2) , 下 7 (5.19) 
(3) フォークトの反共宣伝を粉砕 6 (5. 20) 
(4) 70年代の二重の反共攻撃上 7 (5. 22) 
(5) , 下 7 (5.24) 
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注ー一当記事はマルクス没後百周年記念講演会 (6月13日）での講演「マルクス
百年と日本共産党」のうち，「マルクスと反共攻撃」の部分に加筆したもの，
マルクスの部「記念講演〔会〕」および同部「雑誌ー特集号」一「理論政策」
参照
〔関係記事〕赤旗 (1983.6.1)(新原昭治）
843 
不破哲三
レーニンはマルクスをどう読んだか （第 1ー 最終回） 学生新聞（日本共産党中央委員
会） (1983.10.1-12.3) 
第1回 “自主的に仕上げる”立場で 3 (10.1) 
第2回 レーニンとプレハーノフ 3 (10. 8) 
第3回 「戦う党の綱領＜プログラム＞」か「教科書の教案＜プログラム＞」か 4 
(10.15) 
第4回 たえずマルクスに立ち帰って 3 (10. 22) 
第5回 “遺産”管理者たちの怠慢 3 (10. 29) 
第6回世界大戦の奇しき所産 4 (11.5) 
第7回 20年来のマルクス研究の記録 4 (11.12) 
第8回 「カール・マルクス」以後 4 (11.19) 
第9回安易なマルクス“訂正”をいましめる 3 (11. 26) 
最終回 スターリンのエンゲルス非難とその結果 4 (12. 3) 
注ー一当記事は同氏著「現代に生きるマルクス」に再出されている，マルクスの
部「単行書」参照
早池峰豊
学問なきく趣味の体系＞~村仁司の非対象化的労働をめぐって一一早稲田祭本部企
画＜マルクス疎外論の現代的意義は何か？＞に寄せて 早稲田大学新聞 (17,67) 2-3 
(1983.10.27) 
注ー一ー上記企画については，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
浜林正夫
マルクス主義歴史学を学ぶ (1-2) 〔インタビュー 〕 聞き手：戸塚純学生新聞（日
本共産党中央委員会） (1983.11.19, 26) 
上生産力と生産関係の矛盾を基本に 5 (11.19) 
下歴史の普遍的法則をつかみ 5 (11. 26) 
注ー一揖lき手の名は仮名，早稲田大学歴史科学研究会の 1員
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浜田好通
山本哲三著「資本論と国家」ー一独自の方法による国家論への接近ー一経済学を基底に
して―-「経済→法→国家」という宇野弘蔵の提唱した方法を具体的に裏づける 週
刊読書人 (1476) 3 (1983.4.4) 
服部文男
重田澄男著「資本主義の発見――市民社会と初期のマルクス」ー一理論の発展的考察
〔読書〕 赤旗 10 (1983. 3. 21) 
林直道
「資本論」読破のすすめ一一新訳第1巻完結のこの夏こそ 学生新聞（日本共産党中央
委員会） 5 (1983.7.23) 
平野喜一郎
危機の時代とマルクスー一「別冊経済セミナー，マルクス死後100年を批判する」倒錯
した批判，現実みすえて学んでこそ 〔学問・文化〕 学生新聞（日本共産党中央委員
会） 6 (1983.3.19) 
注―-Jこ記雑誌については，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
廣松渉
没後百年に思う一—“始まり”としてのマルクスー一体系的整備は後継者の仕事，期し
て待て••’…..原点回帰” 毎日新聞（夕刊） 5 (1983.3.11) 
廣松渉
今村仁司著「社会科学批評」，鷲田小禰太著「哲学の構想と現実」 〔今年の収穫ー1983
下＜ァンケート＞〕 日本読書新聞 (2238) 4. (1983.12.26) 
注ー一他書と併せて論じられているもの ＇ 
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廣松渉
「労働」の廃棄に向けて一~未来の思想家マルクスー一労働論への一視角ー一労働論の
原理的深化も具体的展開も今後に一一現代的世界観の拠点とは？＿「労働」概念の
広狭二義をめぐって一~ 日本読
書新聞 (2205) 1 (1983.5.2) 
廣松渉
鷲田小禰太著「唯物史観の構想」，有賀定義著「資本主義論序説」，重田澄男著「資本主
義の発見」 〔印象に残った本＿上半期の収穫からくァンケート特集＞〕 週刊読書
人 (1493) 5 (1983.8.8) 
注＿マルクス死後百年の文言有り
堀江忠男
異説＿マルクスの功罪〔今日の視角〕 信濃毎日新聞＜夕刊> (1983.3.12) 
〔未見〕
注＿当論述は，同氏著「現代を思索する」（早稲田大学出版部<1984.3.10>)
p. 183-184に再出，ただし当書は本目録「単行書」に採録していない
井出洋
マルクスのロンドン赤旗 (1983.3.16-27) 
注＿写真も井出 洋による
1 レッド・ライオン一~共産党宣言ゆかりの店 4 (3.16) 
2 チェルシーの家一~動乱の欧州を追われて 7 (3.17) 
3 ジャーマン・ホテルー一盛り場に残る仮の宿 7 (3. 18) 
4 ディーン通り-3人の子供を失う 7 (3.19) 
5 大英博物館上＿「資本論」生み出す 7 (a. 20) 
?
’ 下＿閲覧室の常連に 5 (3.21) 
7 ハムステッド・ヒース--5$:7!-(1)l:° ~::=. o/~ 7 (3. 22) 
8 グラフトン・テラスー--5$:7!-(1)Efl:f&(7) 9'1 f;: 7 (3. 23) 
9 コベント・ガーデン—~インター誕生の地 7 (3. 24) 
10 メイトランド・パーク・ロードー一最後の家あとに団地が 7 (3. 26) 
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1 ハイゲート墓地—残された一家の墓 7 (3.27) 
家盛林蔵
「マルクス没後百年」をめぐる文化＝思想状況の分析のために その1-2 早稲田大学新
聞（早稲田大学新聞会） (1744, 1746) (1983;4.21,5.12) 
その1 (1744) 2-3 (4. 21) 
A ネオ・ファシズムの煽動者として登場した「マルクス葬送派」
B 労働論の“流行”と構造主義・記号論の浸透
その2 (1745) 2 (5.12) 
C 13宇野派の解体と思想的類廃
いいだもも，菅孝行
異化作用としてのエコロジー〔対談〕： エコロジーとマルクス主義関係づけの論理は
—自然・労働・商品，根底から問い直す一一管理を解体する物質的力へ，生産と消
費の全体構造つかんで 図書新聞 (334)<新春特集号> 1-2 (1983.1.1) 
いいだもも
インドは他人事ではない一一ーマルクス主義再生をめぐる課題ーーなぜ仏教は＜敗北＞し
たのか （思想のクロノロジー29) 図書新聞 (372) 3 (1983.10.15) 
いいだもも
菅孝行著「マルクスと現代」ーなによりもマルクスヘの供養—―- "護教でも葬送で
もなく”にわが意を得る 〔書評〕 週刊読書人 (1473) 4 (1983.3.14) 
いいだもも
組合学校七年運動の心〔の1部〕ー一“マルクス葬送派”退ける （思想のクロノロジ
-3) 図書新聞 (343) 5 (1983.3.12) 
いいだもも
「資本論」読書会—死闘的対話の展開へ，後天性無痛覚症候群 （思想のクロノロジ一
9) 図書新聞 (351) 4 (1983.5.14) 
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井上正蔵
灼熱の詩人一ー若きマルクス—高い知性と豊かな感性 〔文化〕 赤旗 10(1983.6.4) 
石堂清倫
岡崎次郎著「マルクスに先れて六十年＿自嘲生涯記」ー一何となく孤独な大物＿私
の心をうった故西田信春との交友週刊読書人 (1486) 11 (1983.6.20) 
伊藤誠
マルクス・ルネッサンスの意義一一没後百年に 東京新聞 (1983.2.16) 〔末見J
伊藤誠
世界経済危機の深化とマルクス理論の復活ーーケインズ・レーガノミックスを超えて
朝日ジャーナル 25(9) 15-20 (1983.3.4) 
城座和夫
平瀬巳之吉著「『資本論」現代考」＿＜自然的独占＞の概念を検討一~大いに刺激さ
れ，挑発され，興味深く読む 〔書評〕 週刊読書人 (1512) 4 (1983.12.19) 
鎌倉孝夫
降旗節雄著「解体する宇野学派」一一宇野学派の“内部告発”の書――“真の学派”構
築をめざす—国家論と現代資本主義論に独自の見解週刊読書人(1488) 4 (1983. 
7.4) 
金子ハルオ
富塚良三，服部文男，本間要一郎編「『資本論」体系 2 商品・貨幣」種瀬茂，富
塚良三，浜野俊一郎編ーー「資本論」研究の高水準を反映 〔談話室〕 赤旗 10 
(1984.5.28) 
河邑重光
「諸君」掲載の田中美知太郎「マルクスは二度死ぬ」の論文について 〔文化ー今日の思
想と文化ー思潮（下）＜の1部分＞〕 赤旗 10 (1983.7.2) 
161 
848 闊西大學「経清論集』第34巻第5号 (1984年1月）
注—上記論文は，当目録マルクスの部「雑誌一個別記事」に採録
河野健二
いま新しいプルードン—資本主義＝社会主義 時代遅れの対立一~国家横行鋭く批
判，権力崇拝から離脱促す朝日新聞（夕刊） 5 (1983.1.6) 
数原晴吉
注ー一文中にマルクス死後百年の文言有り，ただし全体の趣意としては比較的関
係稀薄
マルクスの階級概念を投げ捨てた自称左翼の倒錯と迷妄—季刊「クライシス」 14号・
白川真澄論文批判早稲田大学新聞（早稲田大学新聞会） (1743) 3-4 (1983.4.14) 
注—マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
数原晴吉
マルクス主義からの「離脱」一ーその非哲学第〔1〕-2回早稲田大学新聞（早稲
田大学新聞会） (1727, 1729) (1982;11.1,12. 2) 
〔第1回〕 序章 「マルクス葬送派」への葬辞 (1727) 3 (11.1) 
第2回第1章 日本型プロ・スターリニズムの墓標 (1729) 2 (12. 2) 
北村実
科学的真実とヒューマニズムめざして一ーマルクス主義哲学への道 第1-7話 （社研入
門講座） 学生新聞（日本共産党中央委員会） (1983.11. 5-12.17) 
第1話 「偉大な常識」として一一難しさは思想の深さから 5 (11. 5) 
第2話哲学にもいろいろある一一元来は明るいもの 5 (11.12) 
第3話唯物論はなぜ明るい？ー一科学の立場にたつ 5 (11.19) 
第4話世界を変革する哲学一一真理探究を統一して 5 (11.26) 
第5話世界は認識できるか？ー一理性と科学を信頼し 5 (12. 3) 
第 6話歴史と発展法則はあるのか ?~ffef';J:l<j>-9~f.J:\t\ 5 (12.10) 
第7話現代とはどういう時代か？＿腐朽，没落の運命に 5 (12. 17) 
注—第 1 話だけは，（社研入門講座）のかわりに（哲学とは何か）とあり
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小森香子
青春の原点から一~ 赤旗 10 (1983. 5. 
19) 
注ーー上記記念講演会（日本共産党主催）はマルクスの部．「記念講演〔会〕」参照
小阪修平
….. 変貌のなかでも一貫した党派性一一党派性の担保としての「真のマルクス」 〔時評
＆展望ー論潮<6月＞＜の1部分＞〕 週刊読書人 (1484) 4 (1983.6.6) 
注一没後百年の文言有り
小阪修平
今日的な思想の場所は一マルクスの中にひそむ反転の契機 〔時評＆展望ー論調く4
月＞〕 週刊読書人 (1476) 2 (1983.4.4) 
小阪修平
産業的な「相」の変化ーーマルクス主義は近代を超えうるかー一……抑圧的理念への転
化 〔論潮<2月＞〕 週刊読書人 (1468) 3 (1983.2.7) 
小阪修平
注一「季刊クライシス」の「『マルクス死後百年」いま階級を問う」の論評を
含む，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
市民社会の変貌と理念の解体一~ 〔論調1983年〕 週刊
読書人 (1513) 2 (1983.12.26) 
黒川俊雄
注—全体としてマルクスを論じたものではないが，上記「……社会主義．＂．．．」
の部分で，マルクス「葬送」論議等に触れている
マルクス経済学をなぜどう学ぶか （上・下）（インタビュー〕 聞き手：野村猛 学
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生新聞（日本共産党中央委員会） (1983.10.22, 29) 
上 マルクスはもう古いか？ー一現代を解明する指針 5 (10. 22) 
下 ＊標題なし 5 (10. 29) _ 
注ー一聞き手の名は仮名，東京都立大学社会科学研究会の 1員
丸山圭三郎
今村仁司著「批判への意志」「社会科学批評」を読む一~新しい＜読解＞の営為一~
閉鎖的知の体系を解体一ー「暴力」と「労働」の問題を照射 〔10枚書評〕 週刊読書
人 (1517) 2 (1984.1.30) 
真下信一
現代と理性＿マルクス没後100年にあたって＿夜明けの「不透明」さの中で価値判
断の能力をみがいて 〔インタビュー〕 きき手：天野勲学生新聞（日本共産党中
央委員会） 5 (1983.12.17) 
注一~きき手は名古屋大学 4 年次生
三上治
長崎浩著「革命の問いとマルクス主義一一階級，自然，国家そしてコミューン」一
刺激的で示唆的な試みー一知的大衆の自己意識の解体と失効を析出 〔書評〕 週刊読
書人 (1534) 4 (1984.5.28) 
三島良績
切手あれこれ一ーマルクス没後百年 〔サンデー・ファミリー〕 サンケイ新聞 14 
(1983. 3. 13) 
水田洋
岡崎次郎著「マルクスに兌れて六十年」一~念あふれる知識人の社会史一~済的依
存としてのマルクスヘのよりかかり方 日本読書新聞 (2236) 4 (1983. ・12.12) 
森宏一
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マルクスの思想と現代ー一没後100年の地点に立って一ー哲学者森宏一さんにきく
〔インタビュー 記事〕 学生新聞（日本共産党中央委員会） 6 (1983.4.9) 
長久理嗣
マルクス没後百年をめぐる論調―-5•13記念講演会によせて〔文化〕 赤旗 1 (1983. 
5. 9) 
注＿上記購演会については，マルクスの部「記念購演〔会〕」参照
長久理嗣
マルクス「葬送」の「マルクス論」—菅孝行著「現代とマルクス」を斬る 学生新
聞（日本共産党中央委員会） 4 (1983.5.7) 
長砂宜
福冨正美，田口幸一著「社会主義と共同占有一ー「個人的所有の再建J論争と甦るマル
クスとエンゲルス」—新しい「論争の書」ー一「社会主義とはなにか」という現代
的な問題領域に踏み込む 〔書評〕 週刊読書人 (1530) 4 (1984.4.30) 
長砂質
マルクス没後100年と現存社会主義 関大（関西大学校友会） (321) 4 (1983.6.15) 
注――—関西大学経済・政治研究所主催第20回公開講座（昭和58年 5 月 11 日）での
報告要旨，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
中本信幸
ソヴィエト駆け足旅行〔の 1部分〕ー一花環にかこまれていたモスクワのカール・マル
クス像週刊読書人 (1481) 2 (1983. 5. 16< 9日合併＞）
中村泰治
清水正徳・降旗節雄編「宇野弘蔵の世界一―—マルクス理論の現代的再生」ー一宇野理論
の多面的な解析一~念な読解と的確な解釈――—理論体系の内部に立入りその方法的
特徴と理論構造を解明 〔書評〕 週刊読書人 .(1505) 4 (1983.10.31) 
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中里喜昭
クリ・スタルな植物一「経済学・哲学手稿」再見 （ワイド特集・文庫のすすめ一一文
庫・私はこう読む一~ 週刊読書人 (1491) 8 
(1983.7.25) 
那須学
マルクスの「序説の弁証法」ー一第1章 マルクスの「経済学の方法」，第2章「序説
の弁証法」の継承のために 早稲田大学新聞（早稲田大学新聞会） (1726 : 早稲田祭
＜第29回＞特集号） 2-4 (1982.11.4) 
那須学
マルクス疎外論の無理解—広松渉の「疎外論」の理解の貧困―-I 広松式「疎外
論」批判の構造-II 疎外された「疎外論」批判の虚妄早稲田大学新聞（早稲田
大学新聞会） (1765) 2-3 (1983.10.13) 
新原昭治
反共主義克服の今日性一一明快な小林，若林（「前衛」），不破（「赤旗」）論文 〔文化
ー今月の思想・文化ー思想＜下＞〕 赤旗 10 (1983. 6. 1) 
注＿後半に若林論文の説明としてマルクス没後百年の文言あり
西沢舜一
カール・マルクスと現代の青春ーーマルクス没後百周年記念講演会（大要） 〔文化〕
赤旗 10 (1983.5.21) 
野田弘英
注ー一上記講演会（日本共産党主催）についてはマルクスの部「記念講演〔会〕」
および同部「雑誌ー特集号」一「理論政策」を参照
一定の成果を生む一一流れの変化の浸透と個人の視角の著作 (1983年回顧く動向収穫＞
ー一経済・マルクス経済学） 週刊読書人 (1513) 4 (1983.12.26) 
注—ーマルクス没後百年，ケインズ，シュムペーター生誕百年の文言有り
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野田弘英
山口重克著「競争と商業資本」，平田清明著「コンメンタール「資本」全4巻」〔印象に
残った本一一上半期の収穫からくァンケート特集＞〕 週刊読書人 (1493) 4 (1983. 
8.8) 
注一他1書と併せて論じられているもの
野家啓一
今村仁司著「社会科学批評」一ー読解の＜生産現場＞における永続的脱構築作業一一
「社会関係全体の運動の論理」によりマルクスの空白を充填し 〔思想 Bookend〕
日本読書新聞 (2249) 6 (1984.3.19) 
小倉利丸
階級意識と国家意識の弁証法ー~グラムシを読むー一「グラムシと国家」（合同出版刊）
に寄せて一ーマルクス主義内部における精神労働と肉体労働の分業＝分断による知識
人の自己充足的状況の「問題」一新たな国家論の枠組の提供者＝グラムシー―-「グ
ラムシと国家」（グリュックスマン）の注目すべき「観点」 日本読書新聞 (2222) 1 
(1983.9.5) 
注—死後百年の文言有り
小倉利丸
菅孝行著「マルクスと現代」ーマルクスとの対決と再構築＿身体論をもって現代
的に耐えるかを検証 〔書評） 日本読書新聞 (2197) 6 (1983.3.7) 
岡崎万寿秀
深刻な構造的危機の進行〔の1部分〕ー一不破論文（「経済」）「マルクスにおける革命
と科学」につよい興味一後ろ向きの「マルクス」論 〔文化ー今月の思想と文化一
思潮＜下＞〕 赤旗 10 (1983.3.31) 
小村公次
注一上記不破論文は，「経済」 227-229号掲載のもの，ただし，当岡崎記事が出
たときは227号のみ既出版，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
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ワグナーの位置と現代ーー作曲家と聴衆の関係について （文化〕 赤旗 10(1983.4.6) 
注—ードイツの音楽家ワグナーを論じたものであるが，没後百年を同じくするマ
ルクスの名が挙げられ，文中のワグナーについてのマルクスの言辞が，当評
論の視点と関係をもっている
大島清
さ迷うマルクスの亡霊ー一没後百年に思う 木村経済通信（木村経済研究所） (129) 1 
(1983.4.20) 
太田一廣
清水正徳・降旗節雄編「宇野弘蔵の世界」――“歴史的根拠”を解明一一継承的展開を
新たに図書新聞 (371) 4 (1983.10.8) 
良知カ
マ）レクス没後100年ー一革命論のシルエット，「マルクス・エンゲルス革命論，マルクス
主義革命論史(1)」一一見取図を描こうとする場合の最初の手がかり 日本読書新聞
(2184) 1 (1982.11.29) 
立命館大学マルクス経済学研究会
「資本論」はもう古いのか？ 学生新聞（日本共産党中央委員会） 4 (1983.11.12) 
斉藤日出治
記念碑的労作・平田清明「コンメンタール『資本』」一ー現代の資本解説の手段として
鍛えなおす 〔人文・社会科学書〕 図書新聞 (359) 4 (1983.7.9) 
佐々木一司
……科学的社会主義の研究現況 〔文化ー今日の思想と文化一思潮（下）＜の 1部分＞）
赤旗 1 (1983・. 8.1) 
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注＿「前衛」 8月号掲載の「マルクス没後百年と現代」と「生成期社会主義
論」を論じたもの
as 
佐々木一司
………展望を与えるマルクスの業績 〔文化ー今月の思想・文化ー思潮（下）＜の1部
分＞〕 赤旗 1 (1983. 2. 28) 
関瞭野
鷲田小禰太著「書解・現代マルクス主義」一ーマルクス主義の現在を浮き彫りに一~
来の欠陥や末解決な問題への共感すべき指摘 〔思想 Bookend) 日本読書新聞
(2252) 6 (1984.4.9) 
清水嘉治
奥村茂次，村岡俊三編「マルクス経済学と世界経済」—多彩な内容で構成-----"'.木下世
界経済学構築化のための苦悩が滲む＜木下論文＞ 〔書評〕 週刊読書人 (1511) 5 
(1983.12.12) 
須藤修
廣松 渉著「物象化論の構図」一~新たなく知＞の地平を開示する一一廣松理論の基軸
をなす＜物象化論＞の論理構成明示し 〔思想 Bookend〕 日本読書新聞 (2245) 6 
(1984.2.20) 
杉原四郎
人物記念切手電波新聞 (7548) 15 (1983.10.15) 
杉原四郎
注＿これは本年が生誕または没後何年という記念すべき年に当たる人物の記念
切手を紹介したもので， 触れられている人物は： マルクスを始めラファエ
ロ，カフカ，ハチャトリアン，ルーテル，プリーストリの 6人である
（日録＜欄＞〕 日本読書新聞 (2190) 8 (1983. 1.17) 
高木仁三郎
いいだもも著「エコロジーとマルクス主義」＿~現代におけるマルクス主義の再生—
エコロジーをどう取込むか，自然と人間の関係論が興味深い 〔書評〕 週刊読書人
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(1475) 4 (1983.3.28) 
高橋順一
「危機」すらも商品化される状況＿晩期資本主義期における「怪物」としての国家一
「別冊経済セミナー・マルクス死後100年」（日本評論社），正村公宏著「福音の思想
がもたらした大悲劇」（朝日ジャーナル」 3月4日号）〔思想'83一時評<3月＞〕 日
本読書新聞 (2199) 2 (1983.3.21) 
注ー―—上記雑誌，いずれもマルクスの部「雑誌ー特集号」参照
高橋順一
把えられないマテリアルとしての「自然」＿小林→ 「近代」の根底的検証を超えて一
M. ライアン「マルクスとデリダ」，柄谷・浅田・岩井「マルクス・貨幣・言語」（「現
代思想」 3月号） 〔思想 '83一時評<4月＞〕 日本読書新聞 (2203)3 (1983.4.18) 
高橋順一
鷲田小禰太著「哲学の構想と現実ーーマルクスの場合」一「哲学的自己意識」のあり
か問う一一手稿類に徹底して即して問題を論じようとする 〔思想 Bookend] 日本
読書新聞 (2242) 6 (1984.1.30) 
注ーーマルクス死後百年の文言有り
高橋洋児
廣松 渉著「物象化論の構図」ー一廣松物象化論の要諦を講説ー一円熟味をもった平明
さ一「総体的な世界観」としての「唯物史観」 週刊読書人 (1522)3 (1984.3.5) 
高橋洋児
今村仁司著「批判への意志」，鷲田小禰太著「哲学の構想と現実」，山口重克著「競争と
商業資本」 〔今年の収穫ー 1983下＜ァンケート＞〕 日本読書新聞 (2238) 4 (1983. 
12.26) 
高橋洋児
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注ー一舟且昔と併せて論じられているもの
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今村仁司著「批判への意志」ー一新たな思考様式への解体と構築ー一軽やかな筆さばき
の背後に潜むシリアスな存念 〔思想 Bookend〕 日本読書新聞 (2241) 6 (1984. 
1. 23) 
高橋洋児
梯 明秀著「梯明秀経済哲学著作集」全五巻刊行に寄せて一ー今， 「全自然史の思想」
に学ぶーーマルクスを取りまく昨今の諸状況を打開する方向示唆 〔思想 Bookend〕
日本読書新聞 (2220) 6 (1・983. 8.15・22) 
高山五郎
カール・マルクス「資本論」第1巻第2分冊一社会科学研究所監修，資本論翻訳委員会
訳ー一貨幣の資本への転化，絶対的な剰余価値の生産――—印象的な訳の明快さ厳密さ
〔紹介記事〕 赤旗 10 (1983.2.28) 
高沢典子
「レーニン主義の克服」を説教する客観主義丸出しの経済学者一ー「経済評論」 83年4
月号日高晋〔ママ〕「マルクス主義の可能性」批判 早稲田大学新聞（早稲田大学新
聞会） (1792) 2-3 (1984.6.7) 
竹内良知
根井康之著「東西思想の超克」一一東洋思想と西洋思想の「架橋，統合」の試みーー西
田哲学の「絶対矛盾的自己同一」の論理で可能と考える 週刊読書人(1502) 4 
(1983.10.10) 
多岐一郎
注―-—当論述はマルクス没後百年と関わりはないが，本苔発売時の外帯に，·…••
マルクス 100年記念．．．．．．とあるので，ここに採録した，マルクスの部「単行
書」参照
迷路に導く主・客の「超克」一~広松渉氏の「物象化論」の行方 〔文化〕 赤旗 11 
(1984.4.16) 
注—ーマルクス没後百年の文言有り
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寺田均
不破哲三著「現代に生きるマルクス」一一研究と普及の最良の方針 〔文化ー一本たて〕
赤旗 12 (1984.5.6) 
飛田圭一
「国際労働運動史」全八巻刊行に寄せて一一労働運動のソ連版百科事典~公開の資
料も駆使されて 〔制度 Library〕 日本読書新聞 (2210) 4 (1983.6.6) 
注ー 一咬：中没後100年の文言有り
時永淑
カール・マルクス著 江夏美千穂訳「初版資本論」の邦訳にふれて一ー記念碑的な成果
として一ーマルクス研究にとって不可欠な礎石となる 週刊読書人 (1516)4 (1984. 
1. 23) 
注—ーマルクス没後100年の文首有り
時永淑
山口重克著「競争と商業資本」，、岡崎次郎著「マルクスに先れて六十年」 〔印象に残っ
た本一一上半期の収穫からくアンケート特集＞〕．週刊読書人 (1493)6 (1983.8.8) 
注—他 1 書と併せて論じられているもの
富沢賢治
服部文男著「マルクス主義の形成」一ー今日の学問的成果 〔読書〕 赤旗 10 (1984. 
7.2) 
土屋保男
マルクスと現代ー一没後100年に際して 〔文化〕 赤旗（日曜版） 9 (1983.3.13) 
土屋保男
マルクスとはどんな人？ー一その人・理論．業績を知る本赤旗 1 (1983.3.14) 
内田弘
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、平田清明著「経済学批判への方法叙説」~田マルグス学の一成果＿一巧みに一つの
体系に編成―ョーロッパ精神史の中でマルクスを読もうとする 〔書評〕 週刊読書
人 (1467) 4 (1983. 1. 31) 
内田弘
K. マルクス著「初版資本論」 江夏美千穂訳—落着いた読み易い日本語一訳文＿
「資本論」の翻訳史に新しいページを加えた意義一一沈着な準備と地道な努力の成果
ー一生涯を賭けた「一冊の本」の初々しく生々しい姿を広く伝え 〔思想 Bookend〕
日本読書新聞 (2229) 6 (1983.10.24) 
内田弘
大月センチュリーズ全 6巻刊行の意義ー一人間解放の指針—初学者をマルクス主義に
導く 〔書評〕 図書新聞 (349) 3 (1983.4.23) 
内田弘
重田澄男著「資本主義の発見――市民社会と初期マルクス」-ボレミカルな＜マルク
ス＞研究~ 「資本論」形成史で跡づけ〔思想 Bookend)
日本読書新聞 (2209) 6 (1983.5.30) 
上野俊雄
資本主義免罪の「社会科学の変革」ーー「マルクス主義＝生産力主義」論をめぐって一一
ナロードニキの経済的ロマン主義の現代的再生学生新聞（日本共産党中央委員会）
5 (1983.12.3) 
若森章孝
サミー・アミン著，山崎カヲル訳「階級と民族」一すぐれて論争的・実践的—魅力
ある理論装置ー一貢納的生産様式，農民の超過搾取理論，農民の民族解放運動 図書
新聞 (364) 3 (1983.8.20) 
注—没後100年の文言有り
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鷲田小禰太
伊藤誠，桜井毅，山口重克編「価値論の新展開」一~論理を一直線に引きのばす営
為＿宇野弘蔵を内在的にのりこえることを強烈に志向し 〔思想 Bookend〕 日本
読書新聞 (2248) 6 (1984.3.12) 
渡辺寛
岡崎次郎著「マルクスに兌れて六十年＜自嘲生涯記＞」一~不欄の人の自伝一ーマルク
ス学界を内側から隈達に記録 〔書評〕 図書新聞 (349) 3 (1983.4.23) 
山本啓
s. フック著 小野八十吉訳「ヘーゲルからマルクスヘーーカール・マルクスの精神的
成長にかんする研究」一~意義ある全体像を把握する試み-ヘーゲルからマルクス
への思想的な転回を跡づける研究書〔思想Bookend〕 日本読害新聞 (2227) 6 
(1983.10.10) 
山本耕一
ビュシ＝グリュックスマン「グラムシと国家」の構想カ――匡l家＝統合の深層と深層か
らの実践論ー―-「政治」的実践を徹底孜究 図書新聞 (363) 1 (1983.8.13) 
注ー一ーマルクス没後百年の文言有り
山本耕一
菅孝行著「マルクスと現代」一~マルクスを媒体に現代照射ー一その思想を可能性の
中心で捉える 〔書評〕 図書新聞 (338) 4 (1983.2.5) 
山本耕一
シドニー・フック著 小野八十吉訳「ヘーゲルからマルクスヘ一~ マルクスの
精神的成長にかんする研究」一ー初期マルクス研究の古典ー一反形而上学・経験主義
の立場からのマルクス解釈 〔書評〕 週刊読書人 (1502) 4 (1983.10.10) 
山本満
役割の認識に世代差-カール・マルクス死後100年ー管理社会の鏡「1984」 〔文化ー
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論壇時評＜上＞） 朝日新聞（夕刊） 5 (1983.3.28) 
注一ー一論壇時評＜下＞は，同一筆者であるがマルクス記事ではない
山本哲三
平田清明著「コンメンタール「資本』」＿資本論に再挑戦した意欲的労作ー一刺戟的
な論点を提示ー一領有法則転回論への独自な解釈と「物象化の経済＝歴史理論」とで
週刊読書人 (1484) 7 (1983.6.6) 
山内胞
廣松 渉著「物象化論の構図」，グリュックスマン著「グラムシと国家」 大津真作訳
〔今年の収穫ー1983下＜ァンケート＞〕 日本読書新聞 (2238) 4 (1983.12.26) 
山崎カヲル，天野恵ーおよび粉川哲夫，山本啓
＜閉塞の思想＞を超える一一ーリレーコラム「コメントイン」と番外編 〔対談〕 上・下
日本読書新聞 (2239-2240) (1984.1. 2・9, 16) 
上 山崎カヲルVS天野恵ー： マルクス主義の言語体系の組み直しを（山崎氏），運
動現場で進行している“没理論志向”（天野氏） (2239) 9・(1984.1. 2・9) 
下粉川哲夫vs山本啓： 資本主義のエア・ボケットがもつ可能性（山本氏），コ
ミュニズムという概念を再び捉え返す（粉川氏） (2240) 4 (1984.1.16) 
注-マルクス没後100年の文言有り，かつ内容も密接な関係がある
山崎カヲル
今村仁司著「批判への意志」ーーマルクスの異化による新しい光—~アルチュセールか
らデリダに至る射程で展開 図書新聞 (381) 3 (1983.12.17) 
山崎カヲル
「解釈の死」を拒め＿つねに新しいマルクス，無精な読みの「葬送派」 〔時評ー思想
く4月＞〕 図書新聞 (347) 3 (1983.4.9) 
山崎ヵヲル
「経済セミナー 」（日本評論社）， 「思想」（岩波書店）， 「現代思想」（青土社）等でのマ・
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Jレクス没後100年の特集 〔今年の収穫-1983下＜ァンケート＞〕 日本読書新聞
(2238) 5 (1983.12.26) 
山崎カヲル
蔓延する社会科学の額廃ー一……奥深い腐蝕の度一「葬送派」 と同格…… 〔時評ー ・
思想<1月＞〕 図書新聞 (375) 3 (1983.11.5) 
山崎カヲル
マルクスにおける暗喩（メタファー）―-今後注目すべき「資本論」修辞学 〔思想）
図書新聞 (359) 3 (1983.7.9) 
山崎カヲル
マルクス主義は浅薄か一~いまなお根強い宇野経済学の呪縛性 〔時評・思想〕 図書新
聞 (351) 3 (1983.5.14) 
山崎ヵヲル
ナイープな「緑の人々」一「環境問題」構成する社会システム自体に目を—―-*安易
な長崎の批判，マルクス知らず 〔思想〕・図書新聞 (343) 3 (1983.3.12) 
横山正彦
注一~一見無関係な見出しであるが， ＊の箇所に没後百年の文言とマルクスヘの
言及が見られる，長崎→長崎 浩氏
カール・マルクス「資本論」第1巻全4分冊社会科学研究所監修・資本論翻訳委員会
訳ー一望みうる最も優れた翻訳 〔読書〕 赤旗 10 (1983.8.29) 
吉田，潤
マルクス没後百年と「マルクス」論 〔学生論壇〕 学生新聞（日本共産党中央委員会）
4 (1983.10.22) 
吉田憲夫
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注ー一肴じ者は立教大学3年次生
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清水正徳，降旗節雄編「宇野弘蔵の世界一ーマルクス理論の現代的再生」ー一専門家集
団に向けての挑発の書，理論体系の「欠陥部分」の明示化とその「完成」へ向ける
ー一問われる宇野理論の「科学」観，問題にすべきマルクス理論と近代科学との差異
性〔思想Bookend〕 日本読書新聞 (2228) 6-7 (1983.10.17) 
吉田憲夫
山本哲三著「資本論と国家」一ー経済が法を生むー一法律学的アプローチ定礎する意欲
作図書新聞 (341) 3 (1983.2.26) 
ii 書評・文化・紹介欄（著者性のないもの）
赤旗： 福岡での宮本議長の演説—県民の良識の総結集で腐敗県政に決別のときー一前
近代的なアカ攻勢を断固打ち破り〔の 1部分〕 5 (1983.4.1) 
注ー一当演説は福岡県知事選挙の候補者奥田八二氏応援のため福岡で行われたもの
であるが，そのごく 1部分に於て，マルクス没後百年についての田中六助自民
党政調会長の発言に対して言及が行われている
赤旗： 革新勢力のもり返しすすめる新しい年に〔新春インタビュー〕ー一宮本議長にき
く （きき手：榊編集局長） 2-3 (1983.1.1) 
注ー 一ー 当記事の 1部分：マルクス，多喜二のこと一ーベワレクス没後百年，痛感する
二つのこと…... 3 
赤旗： 「経済」 1月号〔の内容紹介の 1部〕 4 (1983.10.23) 
赤旗： 「経済」 11月特大号＿「日本の岐路と経済危機のゆくえ」を特集〔の 1部分〕
10 (1983.10.31) 
注一-J:~1."'l:J:, 1) 山本広太郎述「『疎外論」と『物象化論』」
2) 花田仁伍述「差額地代1I・農家的価格規定論争」
3) 林 直道述「マルクス恐慌論の現代的意義」
4) 荒川 繁述「マルクス「本源的蓄積」の形成過程」
に触れている
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赤旗： きょうマルクス没後百周年―日本共産党が記念党本部集会 1 (1983.3.14) 
赤旗： マルクス没後百年で祭典ーーイギリス共産党 5 (1983.6.27) 
注—ロンドン26 日，坂口明特派員記事
赤旗： マルクス没後100周年記念，英で墓前集会一一井こ和，軍縮闘争強化を，英共産党
書記長が演説 4 (1983.3.16) 
注一~ 上記開催日： 3月14日，於ロンドン，ハイゲート墓地
2) 英共産党害記長：ゴードン・マクレナン (GordonMcLenann) 
赤旗： マルクス没後100周年記念し党本部集会，不破委員長が講演＿科学的社会主義
の継承者として選挙で躍進を 1 (1983.3.15) 
注＿ー上記開催日： 3月14日，場所：党本部
赤旗： メキシコでも記念集会 4 (1983.3.16) 
注ー 一-1) マルクス没後百年記念集会： 3月14日，於メキシコ市国立芸術院
2) 於メキシコ市，田中特派員報道
赤旗： 民族自決の擁護強調一ーマルクス没後百年記念ベルリン国際学術会誰＿ー若林幹
部会委員が自由，民主主義で発言 3 (1983.4.15) 
赤旗： 日本共産党の躍進で未来開く歴史的な年に一一不破委員長党旗びらきであいさつ
... 1-2 (1983.1.4) 
注＿当記事は委員長あいさつについての内容説明記事で，あいさつ自体ではない
赤旗： 〔文化〕 マルクスを正しく知る諸著作 1 (1983.8.15) 
注—1) マルクス没後百年の文言有り
2) 文末（海）とあり
赤旗： 〔文化ー 朝の風〕 マルクス百回忌とお坊さん 10 (1983.5.12) 
注＿文末（香）とあり
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赤旗： 〔文化ー 朝の風〕 “タカ派”雑誌のマルクス論 10 (1983. 6. 8) 
注—ー1) 「諸君」掲載の田中美知太郎〔述J「マルクスは二度死ぬJのこ 9と、
2) 文末（磯）とあり
赤旗： 〔文化・読書〕 「経済」 5月号，大特集「経済学のすすめ」 83年版ーー初学者も
専門家も広く活用 10 (1983.4.25) 
赤旗： 〔文化・読書〕 「前衛」 10月号一ー特集・中曽根生活破壊路線の実像…...マルク
ス主義への深い考察 10 (1983.9.5) 
注ー一論じている対象論文は， 上田日本共産党副委員長「マルクス没後百年と現
代」（上），多田量平「竹内芳郎「近代の超克」の立場」（上）〔他〕
赤旗： 〔文化・読書〕 「前衛」 1月号〔の内容紹介の1部〕 8 (1983.10.10) 
注ー一上田耕一郎「マルクス没後百年と現代（中）」および多田量平「竹内芳郎「近
代の超克」の立場（下）」の2論文に触れている ・
赤旗： 〔読書〕 「文化評論」 12月号一一三つの危機の打開を展望〔の1部分〕 10 (1983. 
11.8) 
注—上記では，平野喜一郎論文「（マルクス葬送派）批判」に触れている
赤旗： （読書〕 「経済」 1月特大号一ー「世界の危機」など三つの特集〔の1部分〕 10 
(1983.12.19) 
注一~上記では，高田純による「広松渉氏の「物象化論」の「批判』」，服部文男論
文，田代洋一論文「マルクス・エンゲルスの土地所有・農民論」に触れている
赤旗： 〔読書〕 「前衛」 1月号~〔の1部分） 10 
(1983.12.12) 
注ー一上記では，上田耕一郎論文「マルクス没後百年と現代（下）」に触れている
赤旗： 〔海外文化情報） 危機打開への道標-マルクス没後100年，多彩な行事＝メキ
シコ 9 (1983. 3. 11) 
注—於メキシコ市，田中特派員報道
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赤旗： 〔海外文化情報〕 マルクス博物館ー一新装なり再公開~ ， 
(1983.3.18) 
注ー―—於ベルリン，宮前忠夫特派員報道
赤旗： 〔海外文化情報〕 祭典，講演，「散歩」など一ーロンドンでも記念行事 9(1983. 
3.18) 
注ー―—於ロンドン，坂口特派員報道
赤旗： 〔経済〕注目される二つの企画ー一「経済」 9月号 6 (1983.8.21) 
注—マルクス没後百年の文言有り
赤旗： 〔マガジン・ガイド〕 大特集「経済学のすすめ」＿「経済」 5月号 5 (1983. 
5. 7) 
赤旗： 〔雑誌紹介記事〕 「経済」 3 月特大号一~現代の光をあてる総特集ー~マルクス
没後100周年にさいして 10 (1983.2.21) 
赤旗（日曜版）： 歴史の流れを見通して希望をひらく年に〔新春訪問〕＜の1部分＞（不
破哲三；日色ともえ） 2-3 (1983.1.2) 
朝日新聞： 墓前で記念行事—―—マルクス没後百年 3 (1983.3.15) 
注ー一ロンドン， ヨーロッパ総局記事，他の関連記事をも含む
朝日新聞： 知識分子を大切に一ーマルクス記念大会で胡総書記演説ー一再学習指示，待
遇にも差つける 7 (1983.3.14) 
注ー一1) 中国共産党中央委員会主催，於北京人民大会堂 (3月13'日）
2) 北京横堀特派員記事
朝日新聞： マルクス死去百周年ーー中国でも記念行事 7 (1983.3.13) 
注-1) 前アイテム注1)と同じ大会での演説
2) 北京横堀特派員記事
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朝日新聞： マルクス死去百周年の集会 〔RP=東京〕 7. (1983.4.1) 
注-3月30日於モスクワで行われたソ連要人出席の集会のこと
867 
朝日新聞： 〔開催〕 経済理論学会主催（於慶応大， 3月14日）「マルクス没後100年記念
学術講演会」 3 (1983.3.15) 
朝日新聞： 〔話題〕 マルクスって誰? (UPI) 7 (1983.3.14) 
・ 注ーー毎日新聞 (3月14日）と同ソース
朝日新聞（夕刊）： 〔海外文化〕 マルクス記念論文，中国で雑誌が特集 5 (1983.3.15) 
朝日新聞（夕刊）： 〔にゆうす・らうんじ〕 “どん底”マルクスしのぽう一一没後100年，
ロンドンで14日に墓前祭 3 (1983.3.11) 
注ーーロンドン，桐村特派員記事
毎日新聞： マルクス没後100年ー一革命，いまや夢――西独の生誕地 (UPI) 7 
(1983.3.14) 
注ー朝日新聞 (3月14日）と同ソース
毎日新聞： 北京でマルクス没後百周年大会ー1万人が参加 I7 (1983.3.14) 
注ー一1) 中国共産党中央委員会主催，於北京人民大会堂 (3月1.3日）
2) 北京今田特派員記事
毎日新聞：〔デスクの目〕 マルクス死して百年 （佐野新＜外信部>) 5 (1983.3.15) 
注＿文中，ソ連では3月14日に特別な式典はなかったが，中国では盛大な記念式
典が行われた，とあり
毎日新聞：〔読書〕 没後百年“マルクスもの”活発一人気をあつめるブックフェアー
ー〔雑誌〕再評価や討論特集，〔書籍〕合本や新訳の「資本論」も 8 (1983. 3. 14) 
毎日新聞：〔読書〕廣松渉著「物象化論の構図」一本来の意図，浮き彫り 8(1984. 
1.16) 
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毎日新聞：．〔ワールドファイル25時〕 ソ連の労働者よ，ワシを忘れるな一ーソ連，マル
グス没後100年のモスクワの街 7 (1983.3.16) 
毎日新聞（夕刊）：〔フラッシュ〕 中国でマルクス百年行事一ーマルクス死去100周年記
念集会開会へ (RP) 2 (1983.3.3) 
日本読書新聞： マルクス没後100年ーーケインズ，シュムペーター生誕100年を含めた各
誌の特集速報―—喝t然たる中で限界の可能性—近代そのものを振り返ることの意義も
大 (2191) 2 (1983.1.24) 
注一ー1) 上記のようにケインズ，シュムペーターも含んでいるが，大見出しはマ
ルクスであり，内容も殆どマルクスが占めるので，当部に採録した
2) 文末に（山）とあり
日本読書新聞：〔情報Booktique〕 〔平田清明著〕コンメンタール「資本」全4冊が完結
(2206) 2 (1983.5.9) 
日本読書新聞：〔情報Booktique〕 「マルクス没後百年」プックフェア，各地で好評開催
ー一予想以上の反響をよぶ一ービッグ3は「経セミ」「思想」「現代思想」 (2206) 2 
(1983.5.9) 
日本読書新聞：〔情報Booktique〕 マルクス没後百年プックフェア，「確かな視点を求め
て」ー一西武ブックセンター池袋店で開催 (2208)'2 (1983. 5. 23) 
日本読書新聞：〔情報Booktique〕 「大月センチュリーズ」一一大月書店より 6冊同時刊
行 (2198) 2 (1983.3.14) 
日本読書新聞：〔情報Booktique〕 「資本論体系」全10巻ー一有斐閣から刊行開始
(2251) 3 (1984.4.2) 
日本読書新聞：〔情報Booktiqueー雑誌〕 「現代思想」 3月号，「思想」 3月号・ (2198) 
2 (1983. 3. 14) 
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日本読書新聞： 〔情報 Booktique—雑誌〕 「インパクション」 23号 (2208) 2 (1983. 
5.23) 
日本読書新聞： 〔情報Booktique一雑誌〕 「インパクション」 25号 (2224) 2 (1983. 
9.19) 
日本読書新聞： 〔情報 Booktique—雑誌〕 「経済評論」 4月号，特集「没後100年マルク
スを越えて」 (2204) 2 (1983.4.25) 
日本読書新聞： 〔情報Booktique一雑誌〕 「季節」第8号＿現代社会主義論を特集
(2201) 2 (1983.4.4) 
日本読書新聞： 〔検索Booktique〕 「経済学批判」ーー14号で終刊 (2237) 3 (1983. 
12. 19) 
日本読書新聞： 〔検索 Booktique—雑誌〕東経大学会誌 (134) (2243) 3 (1984.2.6) 
注ー一当記事はマルクス没後 100年の特集号である当誌を紹介し，簡明に論評を加
えたもの
日本読書新聞：〔近刊トヒ゜ ックス〕 福冨正美・田口幸一著「社会主義と共同占有＿甦
えるマルクスとエンゲルス」 (2225) 3 (1983.9.26) 
注――—文中マルクス没後100年にふさわしい刊行， とあり
日本読書新聞： 〔近刊トヒ゜ ックス〕 今村仁司著「批判への意志」 (2228) 3 (1983. 10. 
17) 
日本読書新聞：〔近刊トヒ゜ ックス〕 鷲田小蒲太著「哲学の構想と現実ーーマルクスの場
合」 (2225) 3 (1983.9.26) 
日本読書新聞： 〔告知板・案内〕 マルクス死後100年，フェアー一京都・襲々堂京宝店で
好評開催中 (2197) 2 (1983.3.7) 
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日本読書新聞：〔今年の収穫ーー1983下＜ァンケート＞〕 〔今村仁司著〕「批判への意志」
—マルクス哲学の今日的顕揚 (2238) 4 (1983.12.26) 
日本読書新聞： 〔アンケートー今年の収穫1983下＜の 1部分＞〕 (2238) 4-5 (1983.12. 
26) 
注ーー関係書を挙げた選者と，当関係書だけを記述
高橋洋児： 1 今村仁司「批判への意志」（冬樹社），鷲田小蒲太「哲学の
構想と現実」（白水社）
2 山口重克「競争と商業資本」（岩波書店）他
注—今村仁司「批判への意志」については，“マ
ルクス哲学の今日的顕揚”との大活字見出し有
り
山内 飛： 2 廣松渉「物象化論の構囮」（岩波書店）
3 p 〔ママ〕 ・グリュックスマン「グラムシと国家」 大津真
作訳（合同出版）
廣松 渉： 1 今村仁司「社会科学批評」（国文社）
2 鷲田小蒲太「哲学の構想と現実」（白水社）
山崎カヲル： 1 「経済セミナー 」（日本評論社），「思想」（岩波書店），「現
代思想」（青土社）等でのマルクス没後100年の特集
注—上記各氏を著者として「新聞一個別記事」に採録したものの一括重出
日本読書新聞：〔思想 Bookend〕 いいだもも，北沢洋子，伊藤誠，山川暁夫，菅孝行
著「マルクス没後百年」 (2203) 6 (1983.4.18) 
日本読書新聞： 〔思想 Bookend〕 K・ マルクス＝ハウス編「写真集マルクスと工ンゲル
ス」 (2231) 6 (1983. 1. 7) 
日本読書新聞：〔思想 Bookend〕 鷲田小禰太著「唯物史観の構想」ー一哲学の貧困の時
代を挟る (2220) 6 (1983.8.15• 22) 
日本読書新聞： 〔思想 Bookend〕 山本哲三著「資本論と国家」 (2207) 6 (1983.5.16) 
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日本読書新聞： 〔書評ー特集・雑誌鳥諏図ー経済〕 マルクス没後100年沸きかえる
(2213) 2 (1983.6.27) 
注—マルクス没後100年関連として「経済セミナー」特集号を挙げている
日本読書新聞：〔有題無題〕 (2248) 1 (1984.3.12) 
871 
注一~ 「マルクス葬送派」およびこれに関連して，池田浩士論文「ファシズムの先
駆者マルクス」（「書評」＜関西大学生協発行＞掲載）に触れている
日本経済新聞： マルクス没後百年~講演会 22 (1983. 1. 5) 
日本経済新聞（夕刊）： 生誕・没後記念， 今年は当り年ー一偉人が誘う欧州の旅ーール
ター，ブラームス……一一ゆかりの地で行事盛り沢山，墓地の散策ツアーも 7 (1983. 
3.3) 
注-マルクス，ケインズの記事は 1部分，該当表示者は全13人
サンケイ新聞： 知識分子を重視—マルクス死去 100 周年記念大会—胡総書記が訴え
〔中国〕 3 (1983.3.14) 
注—中国共産党中央委員会主催，於北京人民大会堂 (3 月 13 日）
サンケイ新聞：〔読書〕 “マルクスフェア”好評開催中（於京都暖々堂京宝店新館） 6 
(1983.3.7) 
注＿書籍・雑誌を含め約150点を展示・即売
サンケイ新聞：〔読書〕 「大月センチュリーズ」全6冊 6 (1983.3.14) 
注ー単なる紹介記事，ただしマルクス没後 100年記念出版として，の文言有り
サンケイ新聞： 〔海外ロー タリー 〕 マルクス生地は保守化の波 〔トリー ル， UPI) 3 
(1983.3.14) 
注ーー朝日，毎日両新聞と同ソース
サンケイ新聞：〔サンケイ＜抄>J 1 (1983.3.14) 
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注ー一直接に関係はないが，没後百年の文言有り
週刊読書人：〔アンケート特集〕 印象に残った本一一上半期の収穫から (1493) 4-6 
(1983.8.8) 
注ー 一，1) 1人各3冊，関係書を挙げた選者および当関係帯だけを記述
野田弘英： 山口重克「競争と商業資本」，平田清明「コンメンタール「資
本」全4巻」
廣松 渉： 鷲田小彊太「唯物史観の構想」，有賀定彦「資本論序説」，重
田澄男「資本主義の発見」 5 
注—マルクス死後百年の文言有り
時永 淑： 山口重克「競争と商業資本」， 岡崎次郎「マルクスに梵れて
六十年」 6 
2) 上記各氏を著者として「新聞一個別記事」に採録したものの一括重出
図書新聞： '83上半期の収穫-人文・社会科学書—―ー私のベスト 10くの 1 部分＞
(362) 5 (1983.8.6) 
注―-―関係書を挙げた選者だけを記述
山崎カヲル： 「経済セミナー」「思想」「現代思想」「インパクション」
等でのマルクス特集
図書新聞： マルクスを身近かに一一大月が新シリーズ 図書新聞(344)3 (1983.3.19) 
図書新聞： 特集マルクスー一「書評」 1月号が特集 (391) 2 (1984.3.3) 
注―-Jこ記雑誌は，関西大学生活協同組合刊，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
図書新聞：〔栞ー一紀要案内105〕，マルクス・エンゲルスにおける唯物史鍋ー一「静岡大
学法経研究」 31巻1・2号 (344) 4 (1983. 3. 19) 
注――ーマルクス死後100年の文言有り
図書新聞：〔書評〕 いいだもも，伊藤誠，菅孝行，北沢洋子， 山川暁夫著「マルク
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ス没後100年」ー一護教でなく葬送でなく一ーマルクス的方法の実践による再生 (346) 
3 (1983. 4. 2) 
図書新聞：〔紹介記事） T.W. ゴフ著，河村望監訳「マルクスとミード」 (349) 3 
(1983.4.23) 
図書新聞：〔紹介記事） 田村秀夫著「マルクス・エンゲルスとイギリス」 (349) 3 
(1983.4.23) 
図書新聞：〔収穫1983一人文・社会科学書くの 1部分＞〕 マルクスで賑う一貴重な広
松渉「物象化論の構図」 図書新聞 (382) 3 (1983. 12. 24) 
注ー一→全文がマルクス論ではないが，マルクス没後100年に関連づけて，マルクス
に半ば近く行を割いている
図書新聞：〔出版界•読書界ニュース〕 中国のマルクス出版史 (349) 6 (1983.4.23) 
図書新聞：〔特集•本紙記者座談会〕 '83年上半期の収穫，人文・社会科学書くの1部＞
ーマルクス没後百年ー一多かった論争性をもつ出版＿欲しかっfこ活発な論議 (362)
5 (1983.8.6) 
読売新聞： マルクス没後きょう 100年ー一評価も多様化，屯社会主義一ー「思想より現実
第一」の声も 5 (1983.3.14) 
注＿ロンドン，東独，ボーランド，中国からの各特派員報道を含む
読売新聞：〔読書〕 マルクス没後百年， 関連の本から一「資本論」翻訳の裏話も＿
興味深い岡崎次郎の回想記 （宮部修記者） 8 (1983. 3. 14) 
読売新聞（夕刊）： 〔Weeklyeye〕 マルクス没後百年を読む~国の力作をそろえる
「現什話思唇」 7 (1983.3.14) 
注ー 一咬：末（寺）とあり
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4) 目録の部
フリードリッヒ・エーベルト・シュティフテウング東京事務所編
没後百年記念ーーカール・マルクス—―一生涯•著作・影響上原守夫，北沢恒人訳，北
村実監修東京編者 (1983) ¥1, 000 
68p 2ox21cm 
注一本害はマルクス没後百年記念「カール・マルクス特別パネル展」のカタロ
グ（ただし，内容は説明文が多い）として刊行されたもの，当展示会の詳細
はマルクスの部「記念展示会」参照
現代書館，社会評論社，柘植書房，批評社編
「マルクス死後百年」＿現代を解く装置—一一文献目録東京 編者刊 (1983?) 
12P 26cm 
東北大学
注ー一紀伊国屋本店＜在新宿>(2.19-3. 21), 同渋谷店 (3.8-30),西武プック
センター池袋店 (5.13-6. 8), 東京堂書店 (6.18-7.30)で開催した記念フェ
ア展示・ 即売会に用意したもの，当目録から選んだものを店頭におき展示・
即売した，マルクスの部「記念展示会」参照
マルクス関係資料展展鍋目録 (1983) 2枚 36X26cm 
注ー一当展示会については，マルクスの部「記念展示会」参照
5) パンフレットの部
ロンドンと東西ドイツ12日ーーマルクス没後100年記念企画 日本ドイツ民主共和国友好
協会企画昧富士国際旅行社
188 
注一~ 旅行期間： 8月17日ー 2813<12日間> ¥518, 000 
2) 当旅行の表示は，上記旅行社パンフレット「団体企画のテーマのある旅」
の1部分
IV ケインズ，シュムペーターの部
1 記念講演〔会〕
2) 大学
福島大学
学術講演会同大学経済学会於同大学共通講演棟 1983.6.24
ケインズ・シュンペーター生誕百年に寄せて 伊東光睛（千葉大）
千葉大学
875 
法経学部新校舎落成記念会の際の特別講演会 同大学文学部・法経学部於同大学同学
部 1983.6.8
「人間の社会・学問—シュンペーター，ケインズ生誕 100 年によせて」 伊東光晴
（千葉大）
立命館大学
立命館土曜講座同大学人文科学研究所於同大学存心館 1983.5.14 
ケインズ．シュムペーターー一生誕後100年，その思想と理論濱崎正規（立命大）
注一恒常的に継続して開催されている当講座の第1772回として取り上げられた
もの
3-出版物
1) 単行書
林田睦次
ケインズ体系とシュンペーター体系東京多賀出版腕 (1983.7.15) ¥2, 900 
4<序文>. 4<目次>.302<内，本文〔1-258〕， 参考文献貝録〔259-278〕， 人名
索引〔279-285〕，事項索引 (287-30幻>P 22cm 
注ー~序文に，ケインズ，シュムペーター生誕 100 年（併せてマルクス没後 100
年）の文言有り
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2) 雑誌
i 個別記事
Drucker, Perer F. 
いまシュンペーターかケインズか ヒ°ー ター F. ドラッカー〔述〕石川博友訳 （特
集・ 景気近末来） 週刊ダイヤモンド 71(29) 29-34 (1983.7.23) 
原典： Schumpeter and Keynes. Forbes, May 23, 1983. 
橋本昭一
ケインズとシュンペーター 〔関西大学〕経済学会報(4) 1-16 (1983.12.15) 
注—関西大学経済学会主催記念講演会における講演内容に 1 部手を加えたも
の，マルクス，ケイ｀ンズ，シュムペーターの部「記念講演〔会〕」参照
杉山忠平
シュムペーター，ケインズそして日本一~示唆に富むそのかかわり合い エコノミスト
61 (17)<w. no. 2511> 50-56 (1983. 4. 26) 
3) 新聞
i 個別記事
田村紀之
二つの巨星巡る論脈＿ケインズ経済学への疑問を軸に (1983年回顧＜動向収穫＞
—経済・近代経済学） 週刊読書人 (1513) 4 (1983.12.26) 
注ーー1) 二つの巨星とは，ケインズ，シュムペーターを指す
2) マルクス没後百年，ケインズ，シュムペーター生誕百年の文言有り
V ケインズの部
1 記念講演〔会〕
1) 協鏃会・学会
190 
経済学史学会
全国大会第47回於広島大学 1983.11.12-.13
注—ケインズに関するもののみを挙げた
第1日 11.12
自由論題於第3会場
5 ケインズと資本理論曽我純（国学院大）
2) 大学
山形大学
877 
記念講演会同大学人文学部及び同学部経済ゼミナール協議会於同学部 1983.12.13
ケインズと現代—主として思想面を中心に 早坂忠（東京大）
阪南大学
〔ケインズ生誕100年記念〕公開講演会同大学経済研究所於同大学 1983.11.25
「ケインズ経済学の現代的意義」 宇沢弘文（東京大）
大阪大学
同大学社会経済研究所研究会於同大学同所 1983.6.17
ケインズ「一般理論」を読んで宇沢弘文（東京大）
香川大学
記念講演会同大学経済研究所於同大学交友会館 1983.10.26
ケインズ理論と経済動学篠崎敏雄（香川大）
3) その他
日本経済研究センター
第20回通常総会記念講演会於日経ビル9階大会議室，.1983.5.25 
ケインズ経済学の現代的意義宇沢弘文（東京大）
注一当講演は，ケインズ生誕100年にちなんだもので，後に出版された当セン
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ター会報 (442)(1983.6.15刊）に同一標題をもって掲載されている， ケイ
ンズの部「雑誌一個別記事」参照
3 出版物
1) 単行書
福岡正夫，早坂忠，根岸隆
ケインズと現代〔鼎談〕 東京 税務経理協会 (1983.11.1) ¥1, 900 
3くはしがき>. 6<目次>,359<本文〔1-348〕， 文献案内〔349-35釘>, 13<人
名索引〔1-5〕，事項索引〔6-⑬〕>P 19cm 
［関係記事〕朝日ジャーナル (1984.2.17)(中村達也），日本経済新聞 (1984.1.15)
（熊谷尚夫）
伊東光晴
ケインズ （人類の知的造産70) 東京講談社 (1983.6.10) ¥1, 800 
9<内，まえがき〔1-3〕； 目次〔4-9〕>, 375<内， 本文〔1-364〕， 文献案内〔365-
366〕，年表〔367-37釘>, 5<索引>P 18cm 
本文内容：
I 現代経済思想としてのケインズ 3-31 
I ケインズの生涯 33-61 
注＿当章は水田 洋執筆
Il ケインズと理論-「雇用•利子および貨幣の一般理論」 63-243 
IV ケインズと現代 245-364 
192 
注ー一当章1-3の内， 1「国際通貨制度とケインズ」は浅野栄一， 2「ボス
ト・ケインジアンにおけるケインズの継承と発展」は青木達彦，各執
筆
注――-1) まえがきにケインズ生誕100年の文言有り
2) 巻頭ケインズの写真有り
3) 当書分担執筆，上記本文内容に示した部分以外は伊東光晴執筆
4) 上記文献案内およぴ年表は朝倉光男作製
〔関係記事〕毎日新聞 (1983.8.1)
879 
Keynes, John-Maynard 
雇用・利子および貨幣の一般理論 （ケインズ全集7) ケインズ著塩野谷祐一訳東
京東洋経済新報社 (1983.12.8) ¥4, 500 
40<内， 「ケインズ全集」 日本語版の序文（中山伊知郎）〔1-5〕， 凡例〔7-8〕， 目次
〔9-12〕，全巻の序文〔13-18〕，編集者の序文〔19-24〕，序（著者による）〔25-28],
ドイツ語版への序（著者による）〔29-31〕，日本語版への序文（著者による）〔33-34〕，
フランス語版への序（著者による）〔35-4叩>, 423<内，本文〔1-386〕， ＊付録1-2
〔387-415〕，訳者あとがき〔417-42幻>. 60<内，索引〔1-23〕，訳者注〔24~60〕>P 
21cm 
＊付録の内容
1 合衆国における純投資の変動（「エコノミック・ジャーナル」 1936年9月号よ
り転載） 387-395 
2 実質賃金と産出量の相対的変動（「エコノミック・ジャーナル」 1939年3月号
より転載） 396-415 
注—-1) 訳者あとがきに，「1983年10月，ケインズ生誕100年を記念して」の文
言有り
2) 販売時の外帯にも，ヶィンズ生誕100年記念の新訳，とあり
原典： The general theory of employment, interest and money. 1936. 
(The collected writings of John Maynard Keynes, vol. 7) 
工藤良平
ケインズ経済学とその周辺ーーケインズ生誕百年に際して 東京 昧朝日出版 (1983. 
12.15)¥2, 000 
299<内，はしがき〔1〕， 目次〔3〕，本文〔5-297〕，あとがき〔298-29釘>P 21cm 
Leijonhuvud, A. 
ケインズ経済学を超えて~~¥~ ~-z 7 P~rtf A・レイヨンフーヴッド著 中山靖夫
監訳片平光昭，藤本訓利，関谷喜三郎，北村宏隆訳東京東洋経済新報社
(1984.2.2)¥4, 500 
12<内， 日本版へのまえがき（著者による）〔1-3〕，序文〔5-8〕，謝辞〔9-10〕， 目次
〔11-1幻>,424<内，本文〔1-395〕，参考文献〔397-407〕， 監訳者あとがき〔409-
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410〕，人名索引〔411-414〕，事項索引〔415-424)>P 22cm 
注ー 一訳者分担は， 中山（序文，第1,7章），片平（第2,6章），藤本（第3,
4,5章），関谷（第9,10, 12章），北村（第8,11章，索引，文献）
原典： Information and coordination; essays in ,macroeconomic theory. 
New York, Oxford Univ. Press, 1981. 
〔関係記事〕世界経済 34 (4) (古賀勝次郎）
ナガイ・ケイ
翔んでるケインズナガイ・ケイ著谷島憲明＜ィラスト> (The weekly 
economists series)東京富士書房 (1983.5.20) ¥1, 000 
, 2くはしがき>,186<内，本文〔1-183〕，参考文献〔184-18釘>P 21cm 
西部邁
ケインズ (20世紀思想家文庫7) 東京岩波書店 (1983.4.14) ¥1,500 
2<目次>,214<内，本文〔1-202〕， 引用文献〔203-205), 年譜〔207-210〕，あと
がき〔211-213〕，図版出典一覧〔214〕>P 19cm 
注ー一巻頭ケインズの写真および本文中図版12P有り
（関係記事〕エコノミスト 61(39) (井尻千男），季刊・現代経済 (54)(竹内
啓），毎日新聞 (1983.5.23), 日本読書新聞 (1983.7.4)(塩沢由典），
週刊新日 (1983.6.3);読売新聞 (1983.5.2)
西部邁
経済倫理学序説東京中央公論社 (1983.3.1) ¥1, 000 
(2〕＜目次>,189p 20cm 
194 
注一ー 内， p.27-91: 「ケインズ墓碑銘一倫理の問題をめぐって」 （中央公
論1982年2月号初出のもの）
〔関係記事〕朝日ジャーナル (1983.4.29)(飯田経夫），季刊・現代経済 (54)(竹
内啓），毎日新聞 (1983.5.23), 日本読書新聞 (1983.7.4)(塩沢由
典）， 日本経済新聞 (1.983.4.3)(竹内靖雄），週刊朝日 (1983.6.3),東
京新聞 (1983.4.8)(杉岡碩夫）
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宇沢弘文
ケインズ「一般理論」を読む （岩波セミナーブックス 7) 東京岩波書店 (1984. 3. 
14)・ ¥2, 000 
4<目次>,.l<献辞（故ジョーン・ロビン・ソン教授あて）>. 380<内， 本文〔1-
374〕，あとがき〔375-38叩>P 19cm 
〔関係記事〕株式市場新聞(1984.10.24)(坂田真太郎）， 日本経済新聞(1984.4.22)
（金森久雄），週刊ボスト (1984.9.21)(宮崎義一）
2) 雑誌
i 特集号
朝日ジャーナル 25(16) <w. no. 1262> (1983.4.15) 
注＿以下は本誌の 1部分
生誕100年のケインズ
ケインズは本当に死んだのか 14-24 
「片手落ち」「的はずれ」の批判を排す〔座談会〕 伊東光晴，佐和隆光，中村達也
＜司会> 14~20 
経済官僚5人が語る「私のケインズ観」ーーエッセー 21-24 
ケインズが生きていたとしたら 長富祐一郎
後継者たちに欠けている嗅覚鈴木淑夫
使いようで切れるケインズ政策横溝雅夫
いぜん正しい「富の不平等」の指摘佐々木孝男
限度を超せば後世に大きな負担 中川幸次
ケインズ再考＿新しい企業社会像を求めて＿京大退官記念講演宮崎義一 94
-101 
Common sence; Graphic quarterly journal 1 (1) . 46-227 (1983.-12.10) 
注—以下は本誌の 1 部分
生誕100年〔，〕ケインズストーリ-- Part 1-3 (創刊記念特集） 佐藤慎一＜企画構
成＞，野口悠紀雄監修
内容：
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Part 1 ケインズとケンブリッジ 148-193 
/ 2 アメリカとケインズ 194-207 
II 3 ケインズ理論と IS-LM分析 208-227
季刊・現代経済（日本経済新聞社） 臨時増刊 (52) (1983.3.10) 
特集・ケインズ生誕百年＜現代経済＞編集室編宇沢弘文，西部邁，野口悠紀雄監
修
第1部 「ケインズ経済理論」の新しい解釈学
「一般理論」の現代的解釈宇沢弘文 6-22
ケインズの貨幣観ー一「黄金欲」を呪うべきか 吉沢英成 23-31 
利子生活者と資産市場 日向野幹也 32-41 
ケインズの確率論竹内啓 42-52
第2部 ケインズの経済社会思想
ケインズの社会思想と国家観早坂忠 54-74
ケインズの道徳哲学ー一「若き日の信条」の研究 塩野谷祐ー 75-92 
注—当論文には，以下のとおりの批判，反論，再反論がつづいて
いる
1) 西部 邁「盲目尊大を駁すー~塩野谷祐ー教授の曲解へ
の分疏」 当誌 (53) (4.21) 
2) 塩野谷祐一「西部 適氏の感情的反論に対する理性的回
答」 当誌 (54) (7.1) 
3) 西部適「確認したいこと」 当誌 (54) (7.1) 
注＿上記2)に対する反論
注ー一これらの論文はいづれも「雑誌一個別記事」と
して採録
モラル・サイエンスとしての経済学ーーケインズ“神話”の解釈間宮陽
介 93-112
ケインズとハイエクー一慣習論の系譜松原隆一郎 113-124 
第3部現代のケインジアンと反ケインジアン
196 
現代のボスト・ケインジアンの理論（展望） 青木達彦 126-138 
ケインズ投資理論の系譜鈴木和志 139-150
883 
現代の反ケインズ派理論宮川努 151-162
日本でケインズ政策は行われたか＿虚構だった「ケインズの時代」 野
口悠紀雄 163-183 
〔関係記事〕週刊朝日 (1983.6.3)
別冊経済セミナー（日本評論社） (1983.4.30) 
ケインズ生誕100年
第1部（対談〕 ケインズ経済学とケインズ批判の経済学川口 弘，福岡正夫 2-
14 
第2部ケインズは現代に生きているか
ケインズ経済学の1983年伊賀隆 15-21
現代資本主義とケインズ経済学 中村達也 22-28
財政金融政策は有効か中谷巖 29-34
ケインズ理論とスタグフレーション菊本義治 35-40
ケインズ政策と日本経済香西泰 41-47
ケインズ経済学とマネタリズム 大塚勇一郎 48-54
ケインズ経済学とサプライ・サイド・エコノミックス 新野幸次郎 55-62
ケインズ政策と公共選択理論宇田川障仁 63-68
第3部ケインズ理論を読む
ケインズ経済学の革新性＿有効需要の原理と固定価格法荒憲治郎
69-75 
「確率論」からみたケインズー一確からしさの論理学＊付録・第十二章ヘ
の読書案内塩沢由典 76-82
「貨幣改革論」のケインズーーインフレーションの経済学貝塚啓明
83-88 
「貨幣論」のケインズー一どうすれば景気の変動を除去できるのか 美濃
口武雄 89-94 
「貨幣論」から「一般理論」ヘー一財市場分析はどう変わったか 平井俊
顕 95-101
「一般理論」のケインズー一新しい資本主義像の確立浅野栄一 102-109
第4部ケインズ経済学をふりかえる
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ケインズ経済学と新古典派総合館龍一郎 110-116
ケインズと計量経済学森口親司 117-122 
ケインズ理論と経済成長論 山田克己 123-129 
ケインズ経済学のミクロ的基礎皆川正 130-136
ケインズと日本の経済学早坂忠 137-144
第5部比較ケインズ学
ケインズとリカードウーーセー法則をめぐって 渡会勝義 145-151 
ケインズとシスモンディーーフランスにケインズ的古典派経済学者がいた
岡田純一 152-158 
ケインズとマルクスー一「資本論」対「一般理論」 置塩信雄 159-164 
ケインズとマーシャルーーイギリス・ケンブリッジ学派の伝統 白井孝昌
165-171 
ケインズとシュンペーターー一十九世紀の社会科学と二十世紀の経済学
伊東光晴 172-177 
第6部〔座談会〕ケインズー一この錯綜せるもの西部邁，塩沢由典，佐藤光
178-192 
＜資料篇＞ ケインズ用語集荒木勝啓，渡辺和則 193-200
ケインズ文献案内平井俊顕 201-203
I ・ケインズの著作
Il ケインズに関連する著作
ケインズ 1883-1983 
〔関係記事〕週刊朝日 (1983.6.3)
三田学會雑誌 76 (4) (1983.10.1) 
特集：ジョン・メイナート〔ママ〕・ケインズ―生誕100年
ジョン・メイナード〔ママ〕・ケインズー一生誕100年にちなんで 福岡正夫 1-38 
ケインズ経済学とマクロ経済学大熊一郎 39-53 
ケインズの人口鍋安川正彬 54-76
リカードゥとケインズーー自然価格と市場価格の関係を通じて 富田重夫 77-92 
ケインズ一般理論における失業の計測と賃金較差形成機構ー一労働市場の順位均衡モ
デルによる分析小尾恵一郎 93-115
198 
週刊東洋経済 (4460) (1983.7.9) 
注ー一以下は本誌の1部分
885 
特集・ケインズ生誕100年一一甦るケインズ主義—実践的ケインズ学のすすめ 28-53 
ケインズ型経済政策の必要性-戦後日本経済の成功が実証する 金森久雄 29-34 
アメリカ・ケインズ派は復活しつつある一レーガノミクスは破綻したーー独占イン
タビュー/J.トービン教授（イエール大学）に聞く 聞き手：中西望記者 35-
39 
新しい財政政策の出番を考える―産業界に“無意識”のケインズ復活期待星加
泰〔記者述〕 40~44 
日本型経済政策の中のケインズ主義―― •3 つのタブー”で葛藤する官庁イデオロギ
ー立花雄二〔記者述〕 46-49 
ケインズ主義とその批判—ビジネスマンのためのやさしい理論解説大西良雄〔記
者述〕 50-53 
ii)個別記事
Galbraith, John Kenneth 
ルーズベルトとケインズ ジョン・ケネス・ガルプレイス〔述〕 坂井素思訳経済セ
ミナー (354) 8-15 .(1984. 7.1) 
原典： Keynes, Roosevelt, and the complementary revolutions. 
(Challenge, Jan./Feb. 1984) 
* This article is reprinted with permission in publisher, M. 
E. Sharpe Inc., Armonk, N. Y. 
花輪俊哉
ケインズ＿自己革新の経済学 （特集・反逆の経済学者たち） 経済セミナー(343)
72-.77 (1983.8.1) 
平井俊顕
ケインズは金融問題を一貫して重視していた-1920年代の足跡を中心とした一検討
季刊現代経済 (54) 111-126 (1983.7.1) 
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飯田経夫
疇 m 「経済倫理学序説」—現代怪済学・社会への徹底した“懐疑”を語る
〔本＿批評と紹介〕 朝日ジャーナル 25(5) 44 (1983.4.29) 
井尻千男
疇輝「ケインズ」一時空を超えた精神の対話〔読書〕エコノミスト 61 (39) 
<w. no. 2533> 90-91 (1983.9.20) 
岩井克人，林敏彦
不均衡動学をめぐって一ーケインズ経済学の再構築＿不均衡動学と均衡分析ー一価格
メカニズムの有効性をめぐって〔公開シンボジウム〕 ＜司会＞福岡正夫 日本経済研
究センター会報(437) 2-8 (1983.4.1) 
鎌倉孝夫
ケインズとマネタリズムの限界性ー一体制変革による労働者階級の“再生” （混迷と危
機を深める資本主義世界） 月刊社会党 (319) 72-86 (1983.1.1) 
加藤寛孝
幻想のケインズ主義（上・下） （ケインズ生誕百年） 経済セミナー (338,341) (1983 ; 
3.1, 6.1) 
上 1920-30年代のイギリスの状態 (338) 51-57 
下 1930年代のアメリカの実態 (341) 81-87 
加藤寛孝
ケインズ「一般理論」と戦間期のイギリス経済創価経済論集 13(3) 45-84 (1983. 
12. 23) 
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注一本稿は理論・計量経済学会1983年度大会 (1983.10.10,於上智大学）にお
ける同氏報告「ケインズ経済学の本質と現代的評価」の基礎となったもの，
887 
マルクス，ケインズ，シュムペーターの部「記念講演〔会〕」参照
加藤寛孝，浜田宏一，早坂忠
ケインズ政策の有効性を問う 〔月例経済論争〕 ＜司会＞布施道夫 日本経済研究セン
ター会報 (439) 38-52 (1983.5.1) 
川口弘
ケインズ百年ーーケインズの人物像と「一般理論」 貯蓄と経済 (136)12-23 (1983.6) 
北川和彦
ケインズ「一般理論」の意義と限界—マネタリストの「ケインズ批判」との関連で
（大特集・経済学のすすめ 83年版—混迷深める近代経済学） 経済 (229)157-171 
(1983.5.1) 
古賀勝次郎
A. レイヨンフーヴッド著「ケインズ経済学を超えて一一情報とマクロ経済学」 中山靖
夫監訳 〔書評・論潮〕 世界経済 34 (4) 43-54 (1984.4.1) 
注一—ーケインズ生誕百年の文言有り
三上隆三
ケインズの経済学観経済セミナー (347) 73-80 (1983.12.1) 
三辺誠夫
ケインズ，パテンキンおよびカサローサと有効需要の原理再構築ーーケインズ生誕百年
を記念して 広島大学経済論集 7(1) 28-55 (1983.7.1) 
三菱経済研究所
マクロ政策の混迷 〔巻頭言〕 経済の進路 (266) 2-3 (1984.5.1) 
注ーーケインズ生誕100年の文言有り
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宮崎義一
宇沢弘文著「ケインズ「一般理論」を読む」ーー不均衡動学の枠組みの中へ位置づける
〔Post・bookreview〕週刊ボスト 16 (37) 88-89 (1984.9.21) 
水田洋
写真でみるケインズの時代経済セミナー (340) 35-48 (1983.5.1) 
注ー一生誕百年の文言なし
水田洋
私の読書日記 4 ケインズと名画朝日ジャーナル 25(15) 46 (1983.4.8) 
注＿生誕百年記念とは全く関係なし
中村達也
福岡正夫，早坂忠，根岸隆著「ケインズと現代」ー~ほどよい距離からのケインズ
論 〔本一一批評と紹介〕 朝日ジャーナル 26 (7) 71-72 (1984.2.17) 
西部邁
確認したいこと （論争〕 季刊・現代経済 (54) 150-153 (1983.7.1) 
注ー―—塩野谷祐一述「西部邁氏の感情的反論に対する理性的回答」（当誌当号掲
載）に対する反論
西部邁
盲目尊大を駁すー~〔分？〕疏 〔論争〕 季刊・現代経済
(53) 120-124 (1983.4.21) 
注ー一塩野谷祐一述「ケインズの道徳哲学」（当誌第 52 号掲載一~ケインズ生誕
百年• 特集号であるので「雑誌ー特集号」に収録）に対する批判論文
Osadchaia, I. 
ケインズ主義—その過去・現在・末来 イ・オサッチャヤ（述〕 是永純弘訳 （近代
経済学批判） 世界経済と国際関係 (65)<夏季号> 156-169 (1984. ~-20) 
注ーーケインズ生誕100年の文言有り
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原典： Keiinsianstvo—proshloe, nastoiashchee, budushchee. (Mirovaia 
Ekonomika i Mezhdunarodnye otnosheniia, No. 12, 1983) 
堺屋太一
まつりビジネスはケインズを変える （イベントの経済学） 中央公論経営問題 will 3 
(1) 230-233 (1983.1.10) 
佐和隆光
現代経済学の20年一ーケインズ生誕百年によせて 世界 (49) 118-132 (1983. 4) 
塩野谷裕一
新しい経済政策を求めて＿ケインズ政策の拡充は可能だ エコノミスト 61 (34) 
<w. no. 2528> 22-30 (1983.8.29) 
塩野谷祐一
疇邁氏の感情的反論に対する理性的回答〔論争〕季刊・現代経済 (54) 142-149 
(1983.7.1) 
注ー 一弔目部 邁述「盲目諄大を駁す一塩野谷祐ー教授の曲解への分〔文？〕
疏」（当誌第53号掲載）に対する反論
白井孝昌
ケインズ「一般理論」私注 1-12 経済セミナー (339-350) (1983. 4.1--:1984. 3.1) 
1 「同業の経済学者たち」について (339) 42-47 (1983.4.1) 
2 「貨幣論」から「一般理論」へ (1) (340) 100-105 (1983.5.1) 
3 II (2) (341) 88-93 (1983.6.1) 
4 II . (3) (342) 92-97 (1983.7.1) 
5 「一般理論」の全体構成 (343) 114-119 (1983.8.1) 
6 <一般理論＞の意味 (344) 86-91 (1983.9.1) 
7 ケインズ，マルサス，そしてリカード (345) 105-110 (1983.10.1) 
8 リカー ド． マー シャル，そしてヒ゜ クニー (346) 97-102 (1983.11.1) 
9 ヒ゜ グー の雇用理論 (347) 107-112 (1983.12.1) 
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10 古典派雇用理論の二公準 (348) 100-105 (1984. 1.1) 
1 ヒ°グー の「失業の理論」 (1) (349) 107-112 (1984.2.1) 
12 , (2) (350) 110-115 (1984.3.1) 
白石四郎
ケインズ生誕百年論 〔明治大学〕政経論叢 52 (1/2) 1-29 (1983.12.30) 
竹内啓
西部邁著「経済倫理学序説」，「ケインズ」 〔書評〕季刊・現代経済 (54) 154-157 
(1983.7.1) 
Tobin, James 
ケインズのインパクトーーケインズの政策：理論と実際 ジェームス・トービン〔述）
藪下史郎訳および解説経済セミナー (351) 13-20 (1984.4.1) 
原典： Keynes'policies in theory and practice. (Challenge, Nov./Dec. 1983) 
* This article is reprinted with permission of publisher, M. 
E. Sharpe Inc., Armonk, N. Y. 
注ー一文中および解説の中にケインズ生誕百年の文言有り
宇沢弘文
ケインズ経済学の現代的意義 日本経済研究センター会報 (442) 2-7 (1983.6.15) 
注一~第20回通常総会記念講演会における講演，ただしケインズ生誕 100 年にち
なむものと当誌「編集後記」にあり， ケインズの部「記念講演〔会〕」参照
ii 書評・文化・紹介欄〔著者性のないもの〕
週刊朝日：〔週刊図書館〕 西部邁著「ケインズ」「経済倫理学序説」＿現代を論じう
る経済学者の登場一ーケインズ生誕百年をめぐって 88 (23) <w. no. 3414> 123-
125 (1983.6.3) 
注ー一1) 文末に＜頭＞とあり
2) 当論述は，ケインズ生誕百年に関して「別冊経済セミナー」「季刊・現
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代経済臨時増刊」他にも言及している
3) 新聞
i 個別記事
有賀健
分散的市場均衡とケインズ経済学 （やさしい経済学） 1-5 日本経済新聞 13, 15, 15, 
15, 12 (1983 ; 8.29-9.1, 3) 
いいだもも'
いまマルクス派になにが問われているか一ーネオ・リカーディアン，ネオ・ケインジア
ンと死闘的対話必死 （特集・総括マルクス没後100年） 図書新聞 (349) 2. (1983. 
4.23) 
注—マルクス没後百年の特集記事（同部「新聞ー特集記事」に採録）であるが，
文中ケインズ生誕百年の文言有り，マルクスの部「新聞ー特集記事」から重出
金森久雄
宇沢弘文著「ケインズ「一般理論」を読む」ー~独自の見解でじっくり解説 〔読書〕
日本経済新聞 12 (1984.4.22) 
熊谷尚夫
福岡正夫，早坂忠，根岸隆著「ケインズと現代」一一多面的に論じた理論・政策・
思想 〔読書〕 日本経済新聞 12 (1984.1.15) 
美濃口武雄
ケインズの経済政策 1-5 (やさしい経済学） 日本経済新聞 (1983.4.'19-23) 
1 ケインズに対する誤解 15 (4.19) 
2 アメリカ化されたケインズの政策論 15 (4. 20) 
3 経済政策におけるケインジアンの立場 15 (4. 21) 
4 歴史的状況とケインズの政策論 15 (4.22) 
5 低金利の方法とその今日的必要性 12 (4. 23) 
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Samuelson, Paul Anthony 
ケインズの遺産活用を―サムエルソン教授が特別寄稿 ボール・ A.サムエルソン
〔述〕 日本経済新聞 15 (1983.6.3) 
注—ケインズ生誕百年に寄せて当社に寄稿した特別論文，付として「ケインズ
生誕百年の流れ＜年表＞」有り
佐和隆光
「ケインズ以後」経済学はどこへ行くか 1-4 読売新聞＜夕刊> (1983.1. 25-28) 
1 思いがけぬ古典派の復権 7 (1. 25) 
2 成長期支えた「一般理論」 7 (1. 26) 
3 イデオロギーヘの反目 7 (1. 27) 
4 支配的社会思v't1に依存 7 (1. 28) 
塩沢由典
西部邁著「経済倫理学序説」「ケインズ (20世紀思想家文庫7)」一自らのその方法
を着実に＜把む＞―ー読者である我々に現在へのある異和感を醸しだし〔ママ〕 〔思
想 Bookend〕 日本読書新聞 (2214) 6 (1983.7.4) 
杉岡碩夫
疇輝「経済倫理学序説」東京新聞 (1983.4.8) 〔未見〕
竹内靖雄
西部邁著「経済倫理学序説」ー一知識人のあり方問う 日本経済新聞 12(1983.4.3) 
Tobin, James 
今こそケインズ政策を〔トービン教授講演の詳報〕―-米高金利，通貨供給増で解消
ヘ，財政赤字の減少にも直結ー一景気回復，マネタリズムは非力，安定成長への基礎
固まる〔経済教室＜欄>) J. トービン〔述） 日本経済新聞 13 (1983.6.2~) 
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注—-1) 当講演は，日本経済新聞社，日本経済研究センクー主催講演会で「世
界の繁栄は呼び戻せるか」と題して (1983年6月21日於日本経済新聞社
7階日経ホール）行われたもの
893 . 
2) トービン教授の横顔及び講演後の質疑応答の 2記事有り
宇沢弘文
「ケインズの時代」は終ったのかー一世界不況の中の生誕百年 （上・下） 毎日新聞
＜夕刊> 4, 5 (1983.1.11-12) 
ii 書評・文化・紹介欄（著者性のないもの）
毎日新聞：〔読書〕 伊東光睛著「ケインズ」一一正確な像を再確認 8 (1983. 8.1) 
注ーーーケインズ生誕百周年の文言有り
毎日新聞：〔読書〕 西部邁著「ケインズ」「経済倫理学序説」＿飽くなき懐疑の精神
9 (1983.5.23) 
読売新聞：〔読書〕 西部邁著「ケインズ」一ー物質主義への訣別の書 11 (1983.5.2) 
1 記念講演〔会〕
2) 大学
近畿大学
VI シュムペーターの部
〔マルクス没後百年，ケインズ，シュムペーター生誕百年記念事業〕 同大学商経学部経
済学科研究会於同大学 (6.15~
シュンペータ一体系と歴史分析吉田昇三（近畿大）
3 出版物
1) 単行書
Heertje, Arnold, ed. 
シュムペーターのヴィジョン一ー「資本主義・社会主義・民主主義」の現代的評価
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A. ヒアチェ編西部邁，松原隆一郎，八木甫訳東京ホルト・サウンダース
・ジャパン (1983.8.10) ¥2, 400 
345<内，序文（編者による）〔1-4〕，目次〔6-7〕，執筆者紹介〔8〕，本文〔9-342〕，
訳者あとがき〔343-34釘>P 19cm 
本文内容：
序論 J. ジルストラ 9-14 
第1章 シュムペーターの資本主義・社会主義および民主主義 ボール ・A・サミュ
エルソン 15-51 
第2章資本主義衰退の社会学的考察 トム・ボットモア 53-85 
第3章社会主義への前進かーー戦後資本主義の発展段階 ウィリアム・フェルナー
87-120 
第4章 「資本主義・社会主義・民主主義」の40年 ゴットフリート・ハーバラー
121-162 
第5章 シュムペーターは正しかったか R.L. ハイルブローナー 163-181 
第6章 シュムペーターとヴィジョンヘンドリク・ウィルム・ランバース 183-221
第7章 シュムペーターの〔と〕予言 アーサー・スミシーズ 22.3-254
第8章 ソ連学的考察 ヒ°ー ター ・ワイルス 255-289 
第9章資本主義・社会主義・民主主義一ー「ヴィジョン」と「理論」 ハーバート
・K・ザッセンハウス 291-342 
注ー~本書は，シュムペーター生誕百年と直接は関係な<'オランダの民間銀行
Insinger, Willem & Cieの創立200年を記念して， かつシュムペーターの
晩年の大著「資本主義・ 社会主義・ 民主主義」の40周年にからめて編築され
た論文集， と訳者あとがきにあり，ただし販売時の外帯に生誕100年の文言
有り
原典： Schumpeter's vision: Capitalism, socialism and democracy after 
40 years. New York, Praeger, c1981. 
〔関係記事〕日本経済新聞 (1983.9.18) (伊達邦春）， 東京新聞 (1983.9.30)(金
指基）
北條勇作
シュムペーター経済学の研究東京多賀出版 (1983.10.25) ¥2, 900 
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6<内，はしがき〔1-3〕， 目次〔5-6〕>, 233<内， 本文〔1-186〕， 文献目録〔187-
214], 事頃索引〔215-230〕，人名索引〔231-23⑰>P 21cm 
注ーはしがきにシュムペーター生誕100年の文言有り
2) 雑誌
i 特集号
別冊経済セミナー（日本評論社） (1983.7.30) 
シュンペーター再発見ー一生誕100年記念
第1部〔座談会〕人間シュンペーター都留重人，伊東光睛，金指基 2-16
第2部経済学の危機―-50年前の……一一本邦初訳・新発見講演草稿， 1931年・一
橋大学 ジョウゼフ・ A・シュンペーター〔述〕 杉山忠平訳 17-26 
新資料の考証と解説杉山忠平 27-30
第3部 シュンペーターの経済社会学
シュンペーターの経済学体系と方法大野忠男 34-43 
シュンペータ一体系と歴史的分析吉田昇三 44-51 
シュンペーターの社会科学論谷嶋喬四郎 52-59 
第4部 シュンペーターから何を学ぶか
資本主義のビジョン・考熊谷尚夫 62-67
資本主義文明の衰退と社会主義塩野谷祐一 68-75 
民主主義の条件竹内靖雄 76-82
革新と長期循環論の復権伊木誠 83-88
大企業体制と市場の評価—シュンペーターとガルブレイス 中村達也
89-94 
共生の中の社会階級金指基 95-100
革新（イノベーション）は経済厚生をもたらすか 小野善康 101-106 
現代政治におけるリーダーシップ 曽根泰教 107-112
シュンベーターの経済史的読み方川勝平太 113-118 
シュンペーターの現代的読み方佐伯啓思 119-125 
経済学の科学性と数量性佐和隆光 126-130
第5部、対比のなかのシュンペーター
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マルクスとシュンペーター一~ 斉藤謹
造 132-137
ワルラスとシュンペーター 一~新古典派の預言者と経済学最後の巨人
木村憲二 138-142 
ボェームーバヴェルクとシュンペーター —利子論をめぐる静態と動態
荒憲治郎 143-148
マーシャルとシュンペーター ー一経済発展をめぐる二つの企業者像池
本正純 149-155 
ウェーバーとシュンペーター 一~ドイツ歴史学派とオーストリア学派を
越えて吉田昇三 156-160
ミッチェルとシュンペーターーー一般均衡理論の受容と否認 田中敏
弘 161-166
ヒルファーディングとシュンペーター ーー中欧最良の世代の分岐と交錯
八木紀一郎 167-171 
シュンペーターとケインズ・ケインジアン一一両体系の総合は可能か
伊達邦春 172-177 
資料篇 シュンペーター参考文献解説金指基編 178←179 
シュンペーター著作目録・主要著書解説金指基編 180←189 
シュンペータ一年譜金指基編 190←192 
エッセイ シュンペーターと最初の夫人伊達邦春 31
シュンペーター先生の教え柴田敬 32-33
追悼・東畑精一先生のシュンペーター 馬場啓之助 60-61
シュンペーターとトーマス・マン伊達邦春 131
注—本エッセイの各文は，ページ付に見られる通り各部の間に挟まれて掲載
されているが，表示の都合上このように終りに集めた
三田学會雑誌 76(6) (1984.2.1) 
注一~以下は本誌の 1 部分
小特集：ヨーゼフ・アロイス・シュンベーター 一~生誕100年
ヨーゼフ・アロイス・シュンペーター ー一生誕100年福岡正夫 1-31
シュンペーターにおける科学とイデオロギー 塩野谷祐ー 32-61 
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分析と実践の峻別一ーシュンペーターの一断面蓑谷千凰彦 62-85 
i 個別記事
早坂忠
シュンペーターと経済学史経済セミナー (347) 81-87 (1983.12.1) 
Heilbroner, Robert L. 
資本主義から社会主義への前進？ーーシュンペーターは正しかったか R.L. ハイルブ
ローナー述松原隆一郎訳季刊・現代経済 (54<Summer1983>) 55-64 (1983. 
7.1) . 
原典： Was Schumpeter ri~ht? In Social Research, vol. 48, no. 3 
(Autumn 1981) & . Schumpeter's vision, edited by Arnold Heertje. 
New York, Praeger Publishers, 1981. 
金指基
シュンペーター年譜 〔日本大学〕商業集志 53 (3/4) 73-87 (1984.3.24) 
小谷義次
シュムペーターにおける資本主義の運命経済 (236) 204-218 (1983.12.1) 
水田洋
写真でみるシュムペーターの時代経済セミナー (341) 49-61 (1983.6.1) 
大野忠男
最近におけるシュムペーター研究の動向 （学会展望） 経済学史学会年報 (21) 11-17 
(1983.11.12) 
大野忠男
シュムペーターと資本主義の将来追手門経済論集 -17(2/3) 17-34 (1983.3.25) 
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若杉隆平
シュムペーターと現代技術革新 （シュムペーター生誕100年） 経済セミナー (338)
58-66 (1983.3.1) 
3) 新聞
i 個別記事
伊達邦春
アーノルド・ヒアチェ編「シュムペーターのヴィジョン」—―ー鋭い批判や興味深い考察
〔読書〕 日本経済新聞 13 (1983.9.18) 
注一ーシュムペーター生誕百年の文言有り
早坂忠
シュムベーターと日本の経済学 H (やさしい経済学） 日本読書新聞 13, 14, 12, 
13, 1 (1983.12. 27-31) 
注一—ーマルクス没後，シュムペーター，ケインズ生誕百年の文言有り
金指基
アーノルド・ヒアチェ編「シュムペーターのヴィジョン」 東京新聞 (1983.9.30) 
〔末見〕
佐藤隆三
シュムペーター経済学一見直される業績ー一生誕100年記念シンボから＿技術革新
の影響重視ー一完全競争モデルの不備をつく一ー企業活力に深い信頼ーーケインズ理
論を“補完” 〔経済教室〕• 日本経済新聞 1 (1983.10.22) 
212 
注――—上記シンボジウムは於ボン大学，ボン大学・米ハーバード大学共催の「コ／
ンファレンス・オン・アントルプルノールシップ」（企業家精神についての
学会）を指す
3 出版物
2) 雑誌
補・ 遺
I マルクス，ケインズ，シュムペーターの部
i 個別記事
谷口隆司
899 
マルクス経済学と近代経済学（上・下） 月刊時事 28 (4-5) 24-42, 〔 ) (1983 ; 
4,1, 5.1) 〔5月号未見〕
3) 新聞
i 個別記事
中村達也
都留重人著「体制変革の政治経済学」ー一体制変革をめぐる重く鋭い問い一一ー「フロー
の社会化」の戦略-まことに柔軟に現実経済を見据えて 週刊読書人 (1489) 4 
(1983.7.11) 
4) 目録
関西大学経商資料室
マルクス没後100年，ケインズ，シュムペータ一生誕100年記念行事・出版物（国内）目
録〔1)-1[ 関西大学経済論集（関西大学経済学会） 34 (3-5) (1984 ; 7.25, 9. 25, 
1. 25) 21cm 
〔I〕 403-453<内，はしがき， （平松系一郎＜編纂主担＞）〔403-405〕・ 1 マル
クス，ケインズ，シュムペーターの部〔406-41釘， Il マルクス，ケインズの
部〔420-421〕，皿 マルクスの部〔 1) 〔421-453〕>P 
(Il〕 615-680<][ マルクスの部〔2〕>P 
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〔I〕 841-929<内，皿 マルクスの部〔3〕,〔841-87心， W ケインズ，シュムペ
ーターの部〔875-876],V ケインズの部〔876-89⑪ VIシュムペーターの部
〔893-898〕，補遺〔899-910〕，人名索引〔911-926〕，補訂，正誤表〔927-929〕>P 
1 記念講演〔会〕
2) 大学
関東学院大学
][ マ)レクスの部
マルクス没後100年記念講演会同大学大学院経済学研究会院生協議会於同大学7号
館404号室 58. 1. 29 
「『資本論」各版の翻訳を終えて一ー初版，第2版， フランス語版の意義」江夏美千
穂
注ー当講演内容は「経済系」 (139)に掲載，マルクスの部「雑誌一個別記事」
参照，ただし上記演題と表記に若干の相違有り
3 出版物
1) 単行書
井村喜代子
「資本論」の理論的展開東京有斐閣 (1984.6.30) ¥4, 900 
5<目次>,400<内，本文〔1-393〕，あとがき〔395-40的>P 22cm 
田嶋知来
「個人的所有」と労働運動東京著者刊 (1983.12.1) ¥1, 200 
180<内， 目次〔3-5〕，はじめに〔6-10〕，本文〔11-18叩>P 19cm 
高橋洋児
注ーー当書の内容の骨子について「はじめに」に説明があり，マルクス没後 100
年にあたり，このような形で発表することにした， とあり
経済認識論序説 （ボリロゴス叢書） 東京 国文社 (1984.8.15) ¥2, 500 
214 
901 
319<内，はしがき〔3-5〕，目次〔7-8〕，本文〔9-310〕，索引〔311-318〕，初出一覧
〔31釘>P 19cm 
注＿販売時の外帯に「マルクス理論の今日的蘇生に向けて」の表記有り
富塚良三，服部文男，本間要一郎編
資本論体系 7 東京有斐閣 (1984.5.20) ¥3, 500 
13<内，刊行にあたって〔1-2〕，本「体系」の特色と構成〔3〕，編集委員および執筆
者紹介〔4〕，目次〔5-12〕，凡例〔13〕＞● 456<内，本文〔1-440〕，事項索引〔441-
452〕，人名索引〔453-45釘>P 21cm 
7 地代・収入久留島陽三，保志怖，山田喜志夫編
注ー一当巻は全10巻の第2回配本
〔関係記事〕日本読書新聞 (1984.4.2)
2) 雑誌
i 特集号
経済理論学会年報（同学会編，青木書店刊） (21) (1984.9.15) 
注ー一1) 以下の記事のうち I-Ilは1983年10月1-2日於日本福祉大学開催の当
学会第31回大会の内容を記事化したもの
2) 本採録に当たって，マルクスの部「記念講演〔会〕」に採録した当大会に
ついての記述の際表記しなかった一般討論者，質疑者の氏名および所属機
関（各再出を省く）を今回はとくに付記した
マルクス没後100年「資本論」の現代的意義
I 「資本論」の現代的意義一ーマルクス没後100年記念シンボジウム
開会〔の辞〕 宮崎犀ー＜司会＞ （東京女子大） 6 
現代資本主義と「資本論」 置塩信雄 7-22
資本主義の基本的な矛盾井村喜代子 23-41
注ー用語上の質疑者佐藤金三郎とあり
「資本論」の二つの側面と現代 日高普 42-54
〔総括討論〕＜司会＞宮崎犀ー，川鍋正敏（立教大），長島誠一（東京経済大）
コメント(1) 小林禰六 56-62 
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コメント(2) 大島雄一 63-67 
コメント(3) 鶴田満彦 68-72 
コメントヘの報告者の回答 〔置塩信雄，井村喜代子，日高 普J78-81 
〔ー 霰討論〕 82-113 
注ー一当討論の参加者（発言者のみ）は次のとおり 〔発言順〕
海野八尋（金沢大），日高 普，井村喜代子， 大島雄一， 平田清明
（京都大），小林彊六，松石勝彦(-橋大），高木 彰（岡山大），置塩
信雄，早坂啓造（岩手大），深町郁弾，野々村一雄（千葉商大），林
庫道（大阪経済法科大）， 本間要一郎（横浜国立大）， 増田寿男（法
政大），北原勇（慶応大），鶴田満彦，藤田 盤（大阪市立大），宮
下柾次（札幌商大），種瀬茂＜代表幹事＞（一橋大）
]1 分科会報告―—―第31回大会共通論題「マルクスの経済学」
216 
第1分科会報告
1 「剰余価値学説史」と「機械論草稿」 吉田文和 116-127 
注一~付質疑応答，＜質疑者＞佐藤金三郎，内田 弘（専修大），佐武
弘章
2 マルクス「引用ノート Cii;atenheft」の理論的性格大野節夫，佐武弘章
128-141 
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞水谷謙治（立教大）
3 利子生み資本論の形成について 大谷禎之介 142-153 
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞飯田裕康（慶応大）
4 資本一般と競争ー一草稿第三章「資本と利用」を中心に 大村泉 154-163 
注一付質疑応答，＜質疑者＞大谷禎之介， 逢坂 充・（九州大），
松石勝彦
5 資本論の成立佐藤金三郎 166-173
第2分科会報告
1 疎外論と物象化論平子友長 174-187 
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞阿部 弘，有井行夫（駒沢大），飯田裕
康，河野惟隆（拓殖大），斎藤悟郎（関東学園大），高山 満（東
京経済大），山本広太郎（無所属）
2 マルクスにおける生活手段と生活様式角田修一 188-199 
903 
注――—付質疑応答，＜質疑者＞•高橋秀直（弘前大）， 河野惟隆， 西野
勉（高知大），岡部義秀（関東学院大）
3 マルクスにおける資本主義範疇の確定重田澄男 200-211 
注ー＿ー付質疑応答，＜質疑者＞伊藤 岩（新潟大）， 大石高久（拓殖
大）
4 マルクスにおける共同体論とレーニン守屋典郎 212-223 
注ー―ーマルクスの部「記念講演〔会〕」における当大会記述に用いた資
料によれば「マルクスの共同体論と現代」とあり，同箇所参照
第3分科会報告
部会報告
1 流通手段の前貸と資本の前貸~ 前畑雪彦
224-238 
注一—ー付質疑応答，＜質疑者＞川波洋一（九州大）， 川島信義（西南
学院大）
2 インフレ本質の“貨幣性”ー一価値形態転換の問題飯田 繁 239-250
注-H質疑応答，＜質疑者＞深町郁彊， 小牧聖徳（立命大）， 井汲
明夫（城西大）
3 収入形態論の方法ーー「資本論」の結語をめぐって 若森章孝 251-263 
注一—ー付質疑応答，＜質疑者＞宮下柾次
4 「資本論」体系における階級と国家阿部弘 264-274
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞岡田裕之（法政大）， 伊藤 岩， 他に
X氏， とあり
5 国際的不等交換論とその批判について一ーエマニュエル不平等交換論の検討
細居俊明 275-286 
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞伊藤誠（東京大）， 藤森頼明（城西
大）
関西部会林直道＜文責> 283-288 
注ー一内，杉原四郎〔述〕「河上肇を通じてみたマルクスーーマルクス没後100年
によせて」の特別報告について言及あり，当部会講演については，マルクス
の部「記念講演〔会〕」，当講演内容については同部「雑誌一個別記事」（杉原
四郎よ I)記述）参照
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西南部会第3回研究会・木村隆夫＜文責> 288-291 
東海部会第3回研究会木村隆夫＜文責> 291-292 
会務報告松石勝彦＜文責> 293-297 
注―-Jこ記第31回大会および当年報第21集の編集について触れている
編集後記大島雄一，松岡寛爾 299
社会思想史学会年報・社会思想史研究（北樹出版刊＜学文社発売>) (8) (1984. 
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注—以下は本誌の 1 部分
，〔シンボジウム〕マ1りクスと現代思想ーーマルクス没後百年記念
注ー以下は当学会第8回大会記録，報告者：伊藤成彦，好村冨士彦，片山
洋之介，＇山本啓，浅田彰，＜司会＞山下．磁，平井俊彦，徳永洵，
なお大会の記述については，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
集権と分権の弁証法ーーレーニンとローザ・ルクセンブルクの党組織論伊藤成彦
4-25 
注一付質疑応答，＜質疑者＞高幣秀知（中央大）
マルクスとエルンスト・プロッホ 好村冨士彦 25-34,
注ーー付質疑応答，＜質疑者＞徳永洵（大阪大），城塚登（東京大）
サルトル，メルローボンティとマルクス主義片山洋之介 34-46 
注ーー付質疑応答，＜質疑者＞城塚 登，平井俊彦（京都大）
マルグスとハーバマス 山本啓 47-59
注ー一付質疑応答＞，＜質疑者＞水田 洋（名城大），千石好郎（松山商大）
アルチュセールとボスト構造主義浅田彰 59-65
注ー一付質疑応答，＜質疑者＞花田圭介（北海道大）
〔当シンボジウム報告に対する〕総括質問 65-95 
＜第1報告質疑者＞山崎伶（香川大），桜井哲夫（東京経済大）
＜第2報告質疑者＞西村義人（中央学院大），徳永 拘，今村仁司（東京経済
大），水田洋
＜第3報告質疑者＞今村仁司，高幣秀知（山本啓回答をも含む）
＜第4報告質疑者＞谷嶋喬四郎（東京大），徳永怖，清水多吉（立正大），城
塚登．
905 
＜第5報告質疑者＞清水多吉，望月 通（愛知学院大），桜井哲夫，好村冨士彦
くその他の質疑者＞伊藤成彦，水田 洋
i 個別記事
荒川繁
「1861-63年草稿」におけるマルクス「本漉的蓄積」論の研究 （マルクス・エンゲルス
研究の新段階 16<服部文男監修＞） 経済 (245) 212-227 (1984.9.1) 
橋本直樹
J・G・エッカリウス「ロンドンにおける仕立て業」とマルクス （マルクス・エンゲル
ス研究の新段階 17 <服部文男監修＞） 経済 (246) 206-227 (1984.10.1) 
栗原幸夫，山崎カヲル
“マルクス”の贋金つくりたち 〔対談〕．（特集「現代思想」総括一一会n的俗物主義を
超えて） 同時代批評＜「詩と思想」 26号増刊>(11) 79-90 (1984.7.20) 
森岡孝二
マルクスと現代 〔関西大学〕経済学会報 (4) 17-34 (1983.12.15) 
中川弘
注ー一関西大学経済学会主催記念講演会における講演内容に手をくわえたもの，
マルクス，ケインズ，シュムペーターの部「記念講演〔会〕」参照
服部文男著「マルクス主義と現代」 〔新刊案内〕 経済 (243) 181 (1984.7.1) 
大野節夫
「1861-63年草稿」と経済学批判体系プラン （上・下） （マルクス・エンゲルス研究の
新段階 14-15 <服部文男監修＞） 経済 (243,244) 205-227, 206-227 (1984 ; 
7.1, 8.1) 
若森章孝
晩年のマルクスと周辺資本主義分析＿「ザスーリチヘの手紙」とその草稿を中心とし
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て 関西大学経済論集 34(3) 1-26 (1984.7.25) 
山中隆次
「マルクス没後100年」に寄せて 日本の科学者 18(6)<w. no. 185> 32-35 (1983. 
6.1) 
IV ケインズ，シュムペーターの部
1 記念講演〔会）
1) 協議会・学会
経済学史学会
全国大会第48回於東北大学 1984.11.10-11
注――—以下ケインズ，シュムペークーに関するもので，生誕 100年を記念するも
のと思われるもののみを挙げた
第2日 11.11
共通論題於第1会場＜司会＞小林昇（大東文化大），菱山泉（京都大）
1 シュンペーターの問題の方法塩野谷祐一（一橋大）， コメント：大野忠男
（大阪学院大），
2 シュンペーターにおける「資本主義過程」の探究八木紀一郎（岡山大），
コメント：早坂忠（東京大）
3 使用者費用 (usercost) の意義—ケインズにおける「時間」瀬地山敏
（京都大），コメント：根岸隆（東京大）
討論
総括
V ケインズの部
1 記念講演〔会〕
1) 協議会・学会
220 
経済学史学会 ・
全国大会第48回於東北大学 1984.11.10-11
注ー一→ケインズに関するもののみを挙げた
第2日 11.11
自由論題於第3会場
907 
6 利子率の調整不良一一ーヴィクセルとケインズ 池尾愛子（一橋大大学院）
7 ケインズ「一般理論」の成立過程-1933年から「一般理論」の生誕まで
平井俊顕（専修大）
8 ケインズとエチェンヌ・マントウーー戦間期ヨーロッパ政治経済史および経
済政策の一側面 玉井龍象（金沢大）
3 出版物
3) 新聞
i 個別記事
坂田真太郎
宇沢弘文著「ケインズ「一般理論」を読む」一ー相場にも役立つ解説書 （私の読書ノ
トー） 株式市場新聞 (7919) 4 (19_84.10.24) 
3 出版物
2) 雑誌
i 個別記事
杉原四郎
VI シュムペーターの部
「新結合」と「洞察」一ーシュムペーター生誕100年に寄せて 〔巻頭言〕 バンガード
(TKC全国会） 4 (5) 5 (1983.5.1) 
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補遺 Il
I マルクス，ケインズ，シュムペーターの部
3 出版物
1) 単行書
Samuelson, Paul Anthony 
サミュエルソン日本の針路を考える P.A.サミュエルソン著佐藤隆三編・解説（経済
と経済学の明日＜佐藤隆三責任編集> 2) 東京勁草書房 (1984.8.20) ¥1,800 
注—以下は本書の 1 部分
第6章 マルクス，ケインズ，シュムペーター 207:-227 (258pの内）
編者解説 209-210 
経済学100年(1). 211-222 
注一初出，日本経済新聞〔経済教室〕 (1983.1.1)・，マルクス，ヶ
インズ，シュムペーターの部「新聞ー特集記事」参照
経済学100年(2)一ーケインズの遺産活用を 222-227 
注—初出， 日本経済新聞 (1983.6.3), ケインズの部「新聞一個
別記事」参照
][ マルクスの部
1 記念講演〔会〕
1) 協議会・学会
経済学史学会
全国大会第48回於東北大学 198-4.11.10-11
注一~マルクスに関するもののみを挙げた
第1日 11.10
222 
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自由論題於第2会場
マルクス「経済表」の構造と意義大友敏明（慶応大大学院）
第2日 11.11 . 
自由論題於第2会場
史的唯物論をめぐる歩み―マルクス・ウェーバー•アルチュセール小林禰六
（筑波大）
3・出版物
2) 雑誌
i 特集号
永田広志研究資料集—没後33周年記念・限定版（永田広志文庫＜本村四郎編．秋沢修二
監修＞＜外山書店発売> 5 (1984.8.15) 
注—1) 当誌はすでにマルクスの部「単行書」 (p.451)に刊行誌予定本として
紹介，ただし当時は5で完結する双書本と判断し「単行書」としたが6以
降も継続刊行されるものと判明したので，あらためて「雑誌ー特集号」に
編入仕直した
2)当誌の内容は直接マルクスを論じたものでないが，副標題扱いで「マル
クス没後百年記念論集」と名付けられているので，当目録に採録した，な
お「研究・エッセイ・書評」記事以下は省略
特集・弁証法〔的〕唯物論哲学の再検討と永田広志—マルクス没後百年記念論集
永田広志とその哲学
永田広志研究一~かれの西田・田辺哲学批判にかんして 大井正 1-9
永田広志の兆民論をめぐって鈴木正 11-20
日本思想史研究の方法と課題笠井忠 21-42"
哲学研究
大正期ヒューマニズムの哲学船山信一 43-54 
反映関係と記号関係について 山田坂仁 55-64
同一律とその改訂問題 （形式論理学批判の一断片） 灰野昇三 65-73 
運動史を語る
柴山正雄君の日記抄ーー1936年ころの一青年の思想と悩み木村亨 75-82
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旧「唯物論研究会」の回想的序説ー一天皇制ファシズムの中，確信を貫いた「唯，
研」の先達曽根正哉 83-90
日本マルクス主義思想研究資料
唯物論者の転向一一古在由重の場合ー一被告人古在由重の転向上申書 （東京刑事地
，方裁判所報告） 91-100 
資料解題 100 
〔以下略〕
224 
索引
注ー1) 当索引は講演会の講演者と出版物の著〔編〕者を併せて記載し
たため人名索引と名付けたものであり，次の諸事項，すなわち
書名，演題名に含まれる人名
i 単行書その他の末尾等に付した〔関係記事〕欄の著者名
ii 注記事項における人名
等の，若千の例外を除く省略にみられるように，厳密な意味で
の人名索引からすれば，相当の簡略化を行っている
2) 索引頁に〔 〕を付したものは，翻訳書の訳者，監修者等を
表わす
3) 排列はヘボン式ローマナイズ（外国人名は原綴）によるABC
順によったが，
i 正確な読みの判明しなかった日本人名は慣例読みにより，
東・（あづま，ひがし）の例のようにいずれとも定めがたいも
のには頭に※を付してこれを重出
i 原綴の判明しなかった外国人名は，現物に表示された仮名
読みをヘボン式ローマ字になおして排列，同じく頭に※を付
した
ii イ 日本人名で難読と思われるものや排列に影響があるも
ので正確な読みの判明したものにはルビを付しその平仮
名読みを
ロ 外国人名で排列の根拠となる原綴の補足’が必要と思わ
れるものにはその原綴を括弧に入れて
各補足した
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〔A〕
アーロンズ(Aarons)•……・・・・・・0 655 
アバルキン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・639
阿部弘・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ .・. ・ .423, 902, 903 
足立真理子・・・・・....……... ●●● ● • …•••• …… 635 
足立正恒.......................................841 
足立実.......................................425 
アジュベイ(Adzhubei)・…………….. 642 
あげ揚武雄....................624 
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相原茂.................644,653 
鰺坂真•…・・ ….. 428, 622,626,654, 656 . 
秋間実・.............................446, 〔446〕
秋野晃司...・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔618〕
秋山明・......................................648 
秋山豊・..........................409,415,416 
秋沢修ニ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔909〕
アレクサンドロフ・・・・・....…..... : …・ …… 638 
あま安満弁吉・...................630 
天野恵一…..………・405, 621, 645, 841, 861 
アミ〔ー〕ン・.......................451,633,645 
アンドロ〔ー〕ボフ・・....……・ …..... 639,657 
アニーキン・...................................640 
青木達彦・・'................. 878,882 
青沼吉松.........., .............. 406 
青山秀夫.......................................406 
青山真紀子・・•…..... …….. …...... …670 
青山四郎・......................................623 
荒憲治郎・・............................883,896 
荒JI 弘....................650 
荒JI幾男.................650,651 
:勝:：：二：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：~;::~:
荒牧正憲....…... ….... ………・636,644,653 
あらたに新谷正道....................634 
アールビッドソン・・更........………....... 656 
有賀定彦・...................451 
有賀健....................891 
有井行夫·…••…...... ….... ……•• …657,902 
有馬遍・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔619〕
有田越郎・......................................645 
浅田彰・・•…….. …・425, 620,657,841, 904 
浅原正基....…….. …••• •••，．．．．・〔639〕・〔640〕
朝倉光男....................878 
浅野栄一………………•••• •….. 420,878,883 
芦田亘.................... 627 
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淡路憲治・......................................634 
※東政治郎・................................648 
〔B〕
馬場宏二.................411, 62_8 
馬場啓之助…••……...... ; …_.... ……... 896 
バリバール..................: ......... 645 
ベロウース・...................................642 
ベンヤミン....................................619 
ブルーメンベルク・・.......……・ ・・・・・••…・433 
ボゴマーゾフ・...........................: ..657 
バルドゥイレブ (Boldyrev) …•…….. 643 
ボットモア(Bootomore) • ………….. 894 
ボルケス;... , ................ 656 
ブラント.......................................646 
ブリッグス....................................433 
※ビュシーグリュックスマン•……….. 451 
プルジャー ロフ_................ 643 
〔C〕
チェプレンコ・·········••·••···················666
千早陽生・................... 648 
チジョーフ・................................, . 641 
(D〕
大門一樹・...........-.............. 617 
- .................... 641 ダリン
伊達邦春• ・.. ・... ・.... ・. ・.. 407,896,898 
~ ププローベル・................................655 
デミロヴィッチ・..........................-. 619 
ドイチュマン・..................._ ...... 635 
ディーヅ出版社マルクスーエンゲルス
編集部・............-..... 434 
ドブロヴィンスキー........................641 
土井大助・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・842
ドイツ博物館…....……....... …••••••….. 434 
ダクラス (Douglas)•·········……..... …618 
ドラッカー・..................876 
〔E〕
海老沢照明………..........….. ・・・.….. 643 
江口朴郎・...................652 
榎原均...................633 
江尻彰•……••…... : ...405,431,630,664 
江夏美千穂・・407,427, 〔4位〕，650,657, 658, 
900 
エンゲルス・・・・・・・・・・・'.・・・42.445. 446 
エントフ・.......................・, ....... 640 
エバンス....................447 
〔F〕
フェルナー.................. 894 
フェッチャー・..........................426,429 
ファース....................618 
フィッシャー ・・・・・・・・・・・_・・・・・・・434
フォーナー・..................434 
フランク....................645 
フリードマン・................................415 
フリー ドリッヒ・エー ベルト・シュテ
イフテゥング東京事務所………...874 
フローロフ・..................639 
藤井速実....................650 
藤井陽一郎.................. 652 
藤）I( 覚..・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔446〕
藤森頼明・................421,903 
のりとし
藤本訓利•・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔879〕
藤本喬雄....................407 
藤本和貴夫•………..……...... …… 633,634 
藤野正三郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・407
藤岡惇.................431,630 
: :::::::::::: ::~: :~: 
913 
藤原純・................... 670 
深江誠子....................647 
深町郁蒲・・・....................…・423,902,903 
福田豊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・653
福岡正夫•……··407,412,878,883,884, 886, 
896 
福岡猛志....................654 
福冨正美：：：：：：：：：：：：：：：：：. ~35, 658 船戸満之 〔434〕
船山信一.....................427,619,651,909 
降旗節雄・…………..447,451,628,658,842 
フ ル・...................655 
古門諭....................670 
古屋二三男・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……........... 654 
不破哲三•……·・431, 435, 623, 624, 625, 638, 
654,842,843,864,866 
〔G〕
ガルブレイス・・・・・・・・•…...... ……... 885 
ゲムコー・...................448 
現代書館••………………....... …..... 874 
ゴ フ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・435
伍賀一道・...................630 
C らい牛来正夫・..................:. 622 
衡実・・・・・・・・・・・・・・・・:、....622 
後藤延子・................... 637 
後藤康夫....................431 
〔H〕
ハーバラー.................. 894 
はらみね
早池峰豊………………...●●● •• • •….. …843 
鉢野正樹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・406
灰原茂雄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・_638
灰野昇三.........….... …….. ….. 651,909 
浜林正夫・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.・436, 624, 637, 843 
浜田宏一....................887 
幻
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浜田好通・・・・・・・・・・・・・・・----・・・----・・・・・・・・・・・・・844
浜井修・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔433〕
浜野俊一郎・................. 449 
濱崎正規・................... 875 
花田仁伍.................624,658 
花田圭介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 904 
......................•................ 885 花輪俊哉
花崎果平・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．—.......... 443,647 
原八峰・.............: ....................•... 653 
のびと
原 野人・・・.................436 
原伸子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・422
針生誠吉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・658
春田素夫・・・・・...............….. 427, 650, 651 
長谷）"正安・．．．．．．．．．．．．．．．．集・658
橋本博・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
橋本寵樹・................... 905 
橋本昭一.................408,876 
服部文男•••……422,426,427,449, 452, 624, 
〔624〕，〔625〕＇〔626〕＇〔627〕， 659,66ふ
844,901 
服部正喜................., ... 447 
早坂啓造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・902
早坂忠••……·412,877,878,882,884,887,
897,898,906 
早瀬利雄・・・・・・・・・・.., ............. 406 
林 真左事・・・••….. ….... ….. 621,659 
林直道..……・411, 424,428,627,660,844, 
902,903 
林敏彦.....................』;......... 886 
林田睦次....................875 
ヒアチェ(Heertje)....... …• •….. 893 
ハイルブローナー(Heilbron.er)…894,897
ヘニング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・424
ヘンリ (Henri)•················............. 619 
ひろし
日高普・・・・・・・・・423,629, 635, 658, 660, 901, 
902 
228 
日高六郎.......................................647 
ひがの日向野幹也・..................882 
※東政治郎.................................648 
批評社・・...............: ........... 874 
日色ともえ・・..................................866 
平井俊顕・・・..................883, 884, 885, 907 
平井俊彦・・...............…・ ・. ・ ・ 425, 649, 904 
平子友長・..................._ ....... 423, 902 
平松系一郎・.............................405,899 
平野喜一郎・・・・... ・ ・ ・ ・ ..416, 624, 660, 844 
平瀬巳之吉....................................452 
平田清明……・・・422,423,436,452,617,631, 
645,660,679,902 
平山知子・...................431 
廣（広）松渉…427,430,437,451,617,619,
620,621,629,631, 634, 645, 650, 660, 
679,680,844,845,870,872 
廣西元信....................634 
廣田網蔵....................661 
菱山泉....................906 
北條勇作・................... 894 
本間要一郎・.......................449,901,902 
フック (Hook)•·······................... 437 
堀一郎・................... 447 
堀場正治・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
堀江忠男
堀越智：：：：：：：：：：：：：．：：：．；；：：
保志 愉・・・・・・・・・・...........901 
星加泰..................; .......... 885 
星野芳郎・................... 661 
細居俊明・................ 423,903 
細谷昂................................426,617 
保住敏彦・................... 632 
〔I)
ヤロボーロフ (Iaropolov) …•……….. 643 
市）If白弦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・615
市岡揚一郎・.............................409,415 
井出洋・......................................845 
家盛林蔵………….:. …………………・846 
伊賀隆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・883
飯田裕康•…………………·…• …… 636,902 
飯田和人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・444
いいだもも・…・・405,437,438,439,616,634, 
635,647,648,680,846,891 
飯田信夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・636
:経:：二：二：：：：：：：：：：：：
井尻千男・......................................886 
池田浩士・................................631,649 
池田光義・………........…... …〔434〕・〔448〕
池本正純.................................407,896 
池尾愛子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・907
伊木誠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・895
井汲明夫.......................................903 
井汲卓ー .;................... 427 
今井成美……………..………………・〔618〕
今村仁司……426,427,439,440,618,〔618〕，
〔620〕・632,〔645〕・ 647,650, 651, 661, 
679,680,904 
今村修・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:...... 647 
井村喜代子…•…….. 423, 636, 900, 901, 902 
稲子恒夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・661
井野隆一・・・・・・・・・・・・・'.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・622
井上正蔵………………........…・〔441〕・847
犬丸義一.......................................637 
入江敏夫・・・・・・..........-.... 427 
諫山正・......................................636 
石橋貞男......, ................ 661 
石田三郎・......................................661 
石堂清倫……………..; ..... 430,438,847 
石原忠男・......................................623 
915 
石井伸男.......................................652 
たItもら石井威望.......................................416 
石井徹.......................................653 
石Jll博友・．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔876)
石Jl三義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・444
石坂巖....................661 
石塚正英...…... …•• ……... …….......... 444 
イシトヴァーン(Istvan) …•………….. 646 
いわお伊藤岩・................................662,903 
伊藤誠・……・429,430,438,439,440,452,
615, 617, 628, 634, 635, 649, 650, 662, 
680,847,903 
伊東光睛……..616,875,878,881,884, 895 
伊藤成彦…..................438,632,904,905 
伊藤龍太郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・446
伊藤セッ・・.....................................652 
伊東孝之・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・425
絲屋寿雄....................662 
イヴァノフ・...................................642 
岩井克人•……………….. 411,416,620,886 
石見徹.................................628,662 
岩佐茂・.....................................652 
らかつぐ
岩崎允胤……• • …….... ……... 622, 652, 662 
岩瀬幸男………………….....……・636,639 
岩田弘 438,635 
岩田昌征:：：：:：：：：：:：：：:：:：::6.47, 648 
岩田満泰・..................: .......... 662 
イーゼブード・................................663 
泉弘志・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・623
(J〕
※ジルストラ・・・・・....………•• …..... ….. 894 
城座和夫.......................................847 
ュンク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・655
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〔k〕
門上秀叡................... 427 
甲斐道太郎・・........, ............. 649 
カイハラヒロシ（貝原浩）••…………·634
貝沼洵....................632 
貝塚啓明・......................................883 
かけはし梯明秀・...........................・...... 452 
柿本国弘・・・・・・.................................625 
角田修一・・...................423, 623, 663, 902 
カルドア・......................................415 
鎌倉孝夫……...628, 636, 644, 645, 652, 653, 
654,847,886 
亀井秀雄・・・・・.................................616 
上掛利博・.....................................664 
神谷不二..・・・ら................416 
菅孝行・..….. 439, 440, 631, 634, 644, 663, 
680,846 
金井淑子…………...429,438,617,634,648 
金森久雄・.........................417,885,891 
金指基・・.............407,895,896,897, 898 
金子ハルオ・.................423, 625,663,847 
、金子勝・..................., ...... 615,622 
関西大学経商資料室・・,. 403, 615, 841, 899 
柄谷行人・......................................620 
唐渡興宣....................663 
カール＝マルクスーハウス••……….... 441 
笠井 潔・・會• • ヽ., ........... , ... 648 
笠井忠....................909 
かさい
河西勝・......................................447 
加太こうじ............._ ............ 648 
z: ご：: : : : : : : ~:. ~ 旦；：
片岡啓治・・・・・・..................................451 
片山洋之介...............…• • ••…..... 425,904 
加藤栄一・・.....................................631 
230 
加藤 寛・・；・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・417
加藤寛孝・・・........................407,886,887 
加藤一夫・・・....................................633 
JI I口 章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・651
Jil口 弘・・・・・.........420, 883,.887 
Jil口武彦・・・・・・・・・・・・・..636, 638, 644, 652, 654 
Jil勝平太・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・895
JI本勝美・......................................421 
河村 望・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔43釘，652
河邑重光・・.....................................847 
JI鍋正敏・・・・・・.....................・... 423, 901 
) 1波洋一....................903 
かわの
河野健ニ・・.........................617,645,848 
JII崎修・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔646〕
) I島信義....................903 
数原晴吉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・848
ケインズ
木原行雄：：：：．：．：：：：．：：：：：：：…
413,879 
422 
菊地昌典・......................................632 
菊本義治・・・・・・・・...............................883 
君塚芳郎・・.....................................663 
木本幸造・......................................680 
木村憲二.......................................896 
木村四郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..651 
木村尚三郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・・・・ 416 
木村隆夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・904
木村亨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・909
近代経済学研究会………....………..... 420 
季節編集委員会・・・・・.........…....... 634 
基礎経済科学研究所研究教育委員会・
共同研究室.....…..... ….. ・・・・ 664 
北田寛ニ・......................................664 
北川和彦.................... 887 
北原 勇・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・902
北村宏隆・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔879〕
北村 実・・............. 848, 〔874〕
北沢正雄・..............................633, 〔633〕
北沢恒彦・;................ 648,664 
北沢恒人・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔874〕
北沢洋子・……..429, 438, 439, 615, 617, 634 
クリーモフ・・・・・・・・・・・-.... , ......... 641 
高 峻石・・・・・・・・・・・・・-:・... 430,634 
小林昇.......................................906 
小林建人・・..................................〔433〕
小林哲夫.......................................648 
小林敗明・・・・・・・・・・.......................620,621 
小林蒲六…….....…, ... 423, 901, 902, 909 
古賀英三郎・・・・・• •• …...... …….. 622,652 
古賀勝次郎....................................887 
コーガン.................................・639,665 
粉） I(哲夫・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．• 〔64釘，647,861
小檜山政克・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.,....... 427 
小池基之・......................................412 
小泉宏・......................................665 
小島恒久.......................................636 
国際関係研究所•……………………・・〔452〕
駒田正義・......................................644 
小牧聖徳・......................................903 
小松善雄・.....................................665 
小森香子・......................................849 
こむら
好村冨士彦….....................425,904,905 
近藤博恭....................622 
小西悟 〔441〕
是永純弘□：ロニ：：：：:::::::: 〔888〕
コロリヨーフ・................................641 
こうさい香西泰....................883 
小阪修平•……9・〔44的，〔447],647,665,849
こし石まさし.....................……...... 647 
コソラーボフ・.................................640 
小谷注之・.....・.. ・....... ・631, 648, 649 
4浴義次・・・・・.............................412,897 
こうの
河野公平・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔446〕
917 
こうの
河野惟隆.................................902,903 
胡耀邦.................................866,871 
~=了：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：．．．：：：：：：：•．．竺：；
工藤良平・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....879 
........... 414,417,891,895 熊谷尚夫
栗原幸夫・................................616,905 
黒JI俊雄・・・:: : ::: ::: : :: : : : ::. -~~-~·849 黒木龍三 407 
黒滝正昭・・・・・・...........................626,665 
久留島陽三・・・・・...............................901 
草間徹男・....................648 
クズネツオフ・・・..............................640 
京都民科歴史部会委員会・……………..637 
〔L)
※ランバース・・・・・・・・・・・・・・...................894 
ルクール・....................., ..... 618,620 
レイヨンフーヴッ・ド・・......................879 
レー ニン;.............. : .., ... 446 
ルイス...................................., . 441 
リュービーモヴァ...........................642 
ルボリーニ・・......................._ ...... 655 
リオター ル・.., ................ 619 
〔M〕
前田俊彦・......................................635 
前畑雪彦・・・・・............................423,903 
; ~;~ 二~.:::::::::::::::::::::::::::··~~・~.:::
マンデル・・・・・・.................................646 
マルトウイ・ノフ・・・・..........................640 
丸尾寵美.......................................412 
丸山和彦・..................................; . 639 
：位：二~~::: :  :  :  ::  : :  •·~8~~::~ 
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丸山潔・・.....................................622 
丸山真人・・.....................................635 
.................... 412 丸山徹
マルクス••••….. 413,441,442,443,445,446 
マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会
..........................• 〔43心，〔442〕
正木八郎............., ............. 618 
正村公宏・................................615,629 
真下信一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..850 
増田寿男・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 902 
増谷英樹.......................................637 
松原隆一郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 882, 〔89心，〔897〕
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・447 松原智雄
松田正彦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・635
松田道雄・................................615, 679 
松井正樹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・665
松井安信・......................................653 
松石勝彦・・・・・・..…........ 443, 902, 904 
松本有ー・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・"・・・・・・407,618
松村高夫・・・・・...................................666 
松尾章一・......................................637 
松尾太郎・・・・・・・・・・・・・・..........................629 
松岡寛爾・.....................................904 
松嶋敦茂・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・412
馬渡尚憲・・・・・・・• • ……......... … 422,632,657 
マクレラン・・..................................618 
マクレナン・.............................655,864 
メンシコフ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..639 
三重野栄子.................. 636 
三上 治・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 850 
三上隆三・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....................887 
三上武志・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・636
を竺ペ
二il誠夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・887
皆Jl 正・・・・・.,................ 884 
南塚信吾....................637 
美濃口武雄・・•…......... ….... 883,891 
232 
蓑谷千凰彦・・・・・• • • ……....... ……......... 897 
三島良績・・・・・・・・・・・............................850 
ミシケヴィチ・・...............................666 
御園生等・.............................652,653 
三菱経済研究所.....……................... 887 
＇みつはし
三橋規宏・・•…• ・・・・・・.…… 409,415,416 
宮/I 彰・・・...............、,. 422 
宮/I 質・・・................. 623 
宮）I 努・・・・・............... 883 
三宅祥雄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 〔619〕
三宅義夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 422 
宮本顕治・・.....................................863 
宮鍋織：：：：：：：：：：：：：：:: …〔453)宮下柾次 902,903 
宮崎犀ー...........................423, 666, 901 
よしかず
宮崎義一・・・・・・.-............. 881,888 
水岡不二雄・・・・・・・・・・・・・..…•• …............. 666 
水島茂樹・................................629,666 
水田 洋・・・・・・・..666,850,878,888,897,904, 
905 
水谷謙治.................... 902 
望月清司...、...・... ・. 443, 617, 628, 666, 679 
望月通・.....................................905 
：口こ：: : : : : : : : : : : : .: : : : .~ 三·::~
森本戴般........ .-........... 630 
森野道男・......................................648 
森岡孝二•……..40s, 424, 430, 431, 630, 670, 
905 
森田桐郎・・・・・・・・...............................443 
守屋典郎・・.........................423, 623, 903 
守山 晃・・．．．．．．．．．．．．．．．．＇・〔 434)
モローゾフ・......................-....... 641 
本村四郎・......................................909 
本山美彦・・・・・・・・・・・・・・..…........ 629,647,649 
向井公敏.......................................422 
向井利昌....................406 
棟安経子・......................................648 
村上博子….....…………………………・654 
しゅんぞう村岡俊三.......................................452 
村瀬満男・................................409,415 
村田陽一…………….....・〔445〕・445,〔446〕
〔N〕
，，ちつぐ
長久理嗣………………•…….. 405, 667, 851 
ナガイケイ…・・・・・・・・・・・・・・・.…………….. 880 
永井潔.................648,652 
長沼秀世.......................................637 
長尾克子•………………….......…….... 633 
長岡弘芳.......................................647 
長岡克行・・••• ・・・• •• • …………•• ……・427,651 
長崎・浩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43
長島誠一……………………… 423,650,901
長島伸一・...................…........ 653 
長砂賓•……………………·・428, 624, 851 
永田広志…………………………… 451,909
長富祐一郎・...................................881 
永吉秀幸.......................................630 
内藤功……………………...431,638,654 
中JI 弘...・ .......... 422, 667, 905 
中JI(幸次....................881 
中JI(信義・................... 625 
中JI(スミ・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・67
さとレ中原理...................635 
中原笙：：：：：：：：：：：：：：：： 431,630 中島誠 418,616 
中宮光隆....................667 
中本信幸・......, ................ 851 
中村尚司.......................................618 
中村健三・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・653
中村主水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・649
さとる
中村哲··••,•····························428,637
919 
しゅういら
中村秀一・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔618],〔620〕
中村達也………407,418,881.883,888,895, 
899 
中村敏男.......................................633 
中村泰治 653,851 
中西 !::::::::::: …… 885 
中西洋・......................................628 
中野和朗・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
中野雄策〔639〕・〔640〕・〔643〕・〔665〕・〔666〕
中岡哲郎・......................................645 
中谷巖・................................416,883 
中谷俊樹....................624 
中山弘正.......................................628 
中山茂.......................................635 
中山靖夫....…………….. ・．•…〔879〕・〔887〕
中里喜昭・......................................852 
中沢秀行・......................................639 
ナンプーディリパド••…...... …... ……・655 
那須学....................852 
根岸隆・.......: ......... 628,878,906 
ネグリ・・.....................................619 
根井基之••…………………• • • ●●●● •…….. 444 
※ネメ・ット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・649
ネルーシェンコ・・・・・...……..... ……….. 641 
日本大学経済学部図書館……………...419 
日本経済新聞社・………………………..409 
二本柳隆..................444 
新原昭治・......................................852 
新島淳良・......................................631 
新野幸次郎………………………・・・・・…・883 
西部邁………・・679,880, 〔882〕・884,888,
〔894〕
西島有厚..............................•........ 637 
西Jl博史....................425 
西JI[長夫....................632 
西村可明••……・ …........ …••………・・〔453〕
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西村義人・................... 904 岡崎万寿秀・..............................; ..853 
西野 勉・・・・................903 岡崎三郎・・...・ ・ ・ .・ ・ ・ ・... 638, 644, 653 
西沢舜一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..431,638,654,852 丘澤静也・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔619)
新田俊三・・............... 628,631 置塩信雄...............407,423,884,901,902 
野田弘英・............. 852,853,872 奥田ひ英................... 629 
野口憲ー....................444 大熊一郎・...................884 
野口建彦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・631 
野口悠紀雄………………〔881),〔88幻，883
野家啓ー....................853 
野地洋行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・636
野々村一雄・・・・・・・・・・・・・・.....902 、
沼田稲次郎・................. 652 
布村一夫・.............444, 618, 638 
〔〇〕
小幡道昭....................635 
おび
小尾恵一郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・884
緒方俊雄...; ................. 420 
小倉利丸•….. 421, (619〕,619,667;680,853 
大原惹・...................427 
大橋隆....................444 
大橋洋一・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔619〕, 〔620〕
大井 正・・・........444,619,651,909 
大井嘉子：：：：：：：：：：：：：：：：：… 648大石高久 421,903 
岡林茂・...................444 
岡部洋宜.................635,667 
: :::::::::::::: :~: 
岡田純一.................412,884 
岡田 進・・・..…• ・ 〔639〕，〔糾2〕，〔643〕
ただひろ岡田任弘..............409,415,416 
岡本まさ子・..................648 
岡本直ー....................648 
岡庭昇・................... 616 
岡崎次郎・...................445 
234 
奥村茂次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・452
奥山忠信・................, ........ 653,661 
近江谷左馬之介……………...636, 644, 654 
大村 泉・・・・・・..422, 624, 625, 667, 902 
おむら小村公次・・.........., ......... 853 
大西純一....................661 
大西良雄・................... 885 
小野朝男・................... 653 
大野節夫••••……….. 422,625,627,902,905 
大野忠男…......…..... 406,895,897,906 
小野八十吉・................〔437〕
小野善康・....................895 
大沼正則....................651 
オサッチャヤ・・..........……... ・ ・641,888
逢坂充....................902 
大島清.................644,854 
大島渚....................679 
大島雄一............…... 423, 667, 902, 904 
太田一廣....................854 
太田竜・..................…616 
大谷禎之介….....…...... …・422,902 
大友敏明・................... 909 
=~:::::::::::::::::::::::::::::: 二：：：~~
大塚勇一郎・..................883 
大内秀明…•…….. 423, (4窃〕，434,617,668
大内兵衛・................... 644 
＇ 大内力...........................424, 426, 644 
尾鷲茂・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・648
大山均・・・・・・・・・・・・・・・・・・..·········'.0·•·····668 
大山茂・......................................668 
〔P〕
ペスチャンスキー ・……………・….......643 
ペーターセン.................................656 
ピッコーネ・................-. 646 
〔R〕
＇蛉ヵ.....'......... 425,680,854 
レイナガ・ブルゴア•………………….. 616 
立命館大学マルクス経済学研究会•….. 854 
リウス・......................................446 
ローヤン....................669 
ライアン(Ryan) …•…………….. 619,620 
〔S〕
佐伯啓思.................411,895 
•.....•................ , ........ 444 斉藤悦雄
斉藤悟郎・......................................902 
斉藤日出治・・,.……・ ………………….... 854 
斉藤いねじ••….... ……•• • …... ……... 636 
斉藤敬四郎•••…………………………... 624 
斉藤謹造・9…• •• ……...... …• •• ……・649,896 
斉藤紀生••……….;... ………………... 643 
斎藤睛造.......................................426 
斉藤孝・......................................635 
阪部有伸....................623 
阪上孝・................................617,645 
坂井昭夫....................418 
坂井素思・..................〔885〕
堺屋太一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・889
坂本秀行・......................................638 
阪本楠彦・......................................632 
坂田真太郎……•• ••• • •• •….................. 907 
坂内仁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・634
佐木秋夫.......................................623 
921 
向坂逸郎•…….. 447,453,636,643,644,652 
サーコフ・．．．．．．．．．．．．．；．．，．．．・639
桜井哲夫.................904,905 
桜井毅..............452, 628, 629 
サム（ミュ）エルソン…...414,892,894, 908 
真田哲也・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.669 
サンドバル・・..................................656 
＇さらぎ徳二.............., ........... 633 
佐々木力•………....……• • ………... …631 
佐々木一司......…... ……….... ….. 854,855 
佐々木隆爾••…………• …………… 637,638 
佐々 木孝男・……………......………...... 881 
佐武弘章••••• •• • …………•• • ……, .422,902 
佐藤光・................................411,884 
佐藤金三郎・・・423,〔441),615,617,618,901, 
902 
暉隆~::::::::・::::::::. ~~.~·908 佐藤慎 881 
：武：、ロニ：：二：：：：二：：二．り：：
佐藤保・................................・643, 652 
佐藤利郎・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔638〕
佐和隆光•……··408,413,416,881,889,892, 
895 
サックス・......................................415 
・シュミット・・・.................................669 . 
シュムペー ター ....………..... …… 413,895 
※ジューコウ・.....................: ..... 636 
瀬地山敏•••…......……•• • ………• •• …906 
関春南・......................................652 
関朦野・......................................855 
もとみ関雅美....................650 
関恒義...………………•• …407,413,622 
関根友彦……… 414,426,438,628,629,635
関谷喜三郎・.........................'.... ・〔879〕
関矢礼ニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・411
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セルツキー・・・••……············………・ … 453 塩野谷祐一•• • …・・・407, 414, 〔879〕,882,889, 
千石好郎・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・904 895, 896, 906 
社会評論社…...…...... …........ …・874 塩沢由典・・・・・・・・・407,420,648,670,883,884, 
社会科学研究所…..・・・...…... …..... 442 892 
シェナエフ・...................................640 白井順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・633,634
柴田敬・......................................896 白井孝昌.................................884,889 
芝田進午.......................................652 白石四郎・・・・・..................................890 
柴田信也・ ・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔675〕 白）！！兼悦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 〔434〕
柴田高好...........................427,650,651 白）I真澄・・・・・・...429,430,438,617,634,645 
柴田隆行・・.....................................444 城塚 登・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・427,617,904
柴田徳衛・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔448〕 シシコーフ・・・・................................641 
柴戸善次・......................................644 鎮目恭夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・648
しぼう
芝生瑞和・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・631 庄野克己....................649 
渋谷 要・・・・・・・:・.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・635 スラヴィンスキー・・..........................642 
渋谷 正・・・・・・・・・・・・・・・・・ 626,669 スミス， ダヴィット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..447 
志田 昇....................652 . ※スミシーズ・・・・・............................894 
志賀竜太郎・...................................624 副田満輝・・・・・・・・.........................424,670 
重森 暁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 630 
重田晃 .ー................405,649 
重田澄男……… 423,430,447,629,669,903
資本論翻訳委員会…•………………….. 442 
椎名重明・................................631,670 
島恭彦・......................................622 
島田睛雄.......................................416 
島田稔夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・632
清水正徳・................................447,658 
清水多吉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...904,905 
清水嘉治・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・855
信夫清三郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・672
下斗米伸夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・631
下山房雄・・・・・......: .............. 670 
下山三郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・・427
篠原 稔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 654 
篠原三代平・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..411 
しのとう
篠藤光行・................................644,653 
篠崎敏雄・......................................877 
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副島種典・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...423,427,670 
曽我純....................877 
ソロビィエヴァ・.................'....... 643 
曽根正哉....................910 
曽根泰教・................... 895 
ソ連科学アカデミー「国連労働運動史」
総編集委員会・,............. 452 
シュテルン・・・・................................448 
ステイグラー・................................415 
須藤浩行・......................................671 
疇 修・・・...........620,635,855 
菅原陽心....................674 
杉原 薫・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔618〕
杉原四郎・・・・・・424,617, 622, 653,671,855, 
907 
杉岡碩夫・・・・・・・・...............................892 
杉浦克己....................426 
杉山忠平........................876,895, 〔895〕
杉山博昭.......................................648 
杉山透・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・648
鈴木勇................... 453 
鈴木和志・................... 882 
鈴木喜久夫・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・653
鈴木鴻一郎・.............................622,644 
鈴木正四・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・637,638
鈴木正俊.............. 409,415,416 
鈴木茂....................650 
鈴木正・................ 647,909 
鈴木忠志・................... 615 
鈴木淑夫....................881 
・スウィージー...........................448,646 
スウィントン・................................434 
〔T〕
田畑稔・................... 651 
籍龍一郎・...................................884 
立花雄ニ・................... 885 
.................... 671 多田量平
田賀弘志••…... ……….............. 645,671 
田口幸一....................435 
田井肇................... 644 
田嶋知来・................... 900 
高田純
高田保馬：：：：：：：：：：：：：：：：：
652,672 
406,418 
高木彰・...................902 
高木仁三郎・..................855 
高木幸二郎・・・・・..…....... ……・424,672 
高橋秀直....................903 
高橋順一.....................620, 621,631,856 
高橋潤一....................633 
高橋馨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・632
高橋正雄....................448 
高橋敏夫....................616 
高橋洋児…・…・・617,672,680,856,857,870, 
900 
923 
たかへい
........................•.............. 904 高幣秀知
高梨純夫 633,634 高野平;~~:::::::::::::::::::::::::::…… 654 
高岡忠洋....................672 
高須賀義博………..427,648,649,650,672 
たかつ高津宗之....................444 
高山五郎・...................857 
高山満....................902 
高山朋子・・..................: ......... 651 
高沢典子・・.................. 857 
竹味能成....…• ●● ●● ● ● ... …405,431,630,664 
、竹本雅昭....................622 
竹永進・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
武谷三男....................615 
竹内宏・................... 672 
竹内啓...........................629,882,890 
竹内靖雄•…·:…………… 411,412,892,895 
竹内芳郎•…..............…... 631,634,647 
竹内良知・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．……• 〔64釘，857
竹沢尚司....................648 
多岐一郎・・・・................ 857 
佗美光彦・...................628 
玉井茂・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
玉城哲・................... 618 
玉井龍象・................... 907 
玉野井芳郎••…………........ …... …... 618 
田村秀夫....................448 
田村紀之....................................••. 876 
田辺振太郎・................. 635 
ぁ尋よL,田中章義・...................427 
田中秀幸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・630
田中勝之....................652 
田中吉六....................616 
田中菊次....................675 
田中真晴................., ..425 
田中美知太郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・・・673
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な臼田中直....................634 
田中敏弘....................896 
田中泰史・..............•........... 648 
田中義久・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・413
種瀬茂•…....…………... …・449,623,902 
谷）I( 雁..............; ..... 679 
谷口隆司....................899 
淡中剛郎....................418 
田代洋一.:................... 673 
建元正弘・...................418 
立野保男・......................................652 
寺田均・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・858
寺西俊一....................630 
寺尾五郎・..…・・・・・・・・:・・・・・・・・・430 
寺尾誠・...................636 
寺沢恒信・…・……• •…•• •• • ….... ……・・〔445〕
サロー(Thurow)•··…....... …... …..... 415 
トービン.........; .... 885, 8"90 892 
飛田圭ー..............; ...... 858 
戸田徹.................449,647 
東北大学.....................…........ 874 
東條隆進....................406 
ふ力•I,時永淑・................858,872 
戸木田嘉久……•…;…• ……・・・・・・・・・626,673 
常盤政治・......................................636 ：：重：：：：：：：二：：：：：：：：：：：：：：：：：：：二言~~
徳永俊明...., ...•.............................. 624 
徳重昌志...........:・・・・・・・・. ・・・・・・・・・・420 
東京経済大学図書館……•…………….. 419 
富田重夫............................•........... 884 
富沢賢治......................: ...... 673,858 
富塚良三.......…….. …•• • • ….. …... 449,901 
土屋保男・…..423, 〔44釘，446,448,623,858
津田光太郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・634
柘植書房.......•..........................••...• 874 
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辻岡靖仁・・・・・・・・・・・・・・、......673 
塚原史・．．．．．．．．．．、.......〔619)
塚本健.................., ........... 653 
塚崎直樹・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・648
恒Jl恵市・ ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔646〕
都留重人・……..410,418,429,430,438,895 
鶴田廣己・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・630
鶴田満彦・・・・..…...... ・413, 420, {23,902 
堤彪・..................〔433〕
〔U)
うぶかた生方卓....................444 
・・・・・42, 443,617,649,858,859, 内田弘
902 
内田茂男••…• ●● ● ●● ●●● ● •• • ……... 409,415,416 
内田義彦・...................617 
内山節..............631,633,679 
内山哲朗....................630 
宇高基輔・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔657.〕
上田耕一郎・..................: ... : . 432,673 
上田隆・................... 622 
上原一慶・...................424 
上原守夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔874〕
上島武・....: ................. 424 
植村高久…...……..... ……・・・・・・・・・'635,674 
上野俊樹・.............: ...... 674 
上野俊雄・．．．．．．．．．．．．．．．、....859 
うんの海野八尋....................902 
宇野弘蔵....................447 
宇野重昭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・632
宇佐美幸彦・・・・・・:・・・・・・・・・・・・・428
宇佐美誠次郎・・...............................623 
宇佐美正一郎・・．．．．．．．．曹.................623,652 
碓井彊・...................411 
うたがわ 、宇田Jl障仁............…..... 883 
内海洋一・....................406 
宇沢弘文…......408, 411,414,628,877,881. 
〔882〕，882,890,893
〔w〕
ワグナー・......................................854 
※ワイルス....................................894 
のぼる若林逼.................674,864 
ふみたか
若森章孝・・・・・・..….... 42~,649,859,903,905 
若杉隆平・......................................898 
ヴァリッキ・・・・・・・・............................646 
鷲田小禰太•……….. 405,449,450,651,860 
渡辺寛...........................426, 628,¥860 
渡辺和則.......................................884 
渡辺謙・......................................651 
渡辺京ニ・.............................._ .... 616 
渡辺美智雄・．．．．．．．••…......... …..... ・669 
わたなペ渡部昇ー....................674 
渡辺義晴..・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔441〕
渡辺好庸・......................................653 
渡辺幸博.......................................649 
綿貫譲治・................... 674 
渡会勝義・......................................884 
ビェルヤン(Werchan).. …………… 675 
ヴォルフ・・・・・・・・・・・・・・・........................448 
〔Y〕
藪下史郎•…....…....... 407, 〔89叩，890
藪田正喜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・447
八木甫・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 〔894〕
八木紀郎 896,906 
各砿喬;郎：：：：：：．：：：．：：．：．：： 895,904 
谷島憲明・................... 880 
山田克己・・・・_・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・884
山田喜志夫…....................……...... 901 
山田昇・......................................630 
さかじ山田坂仁.......................................909 
925 
としお
山田鋭夫・・・・・・・・.........................422,443 
山形頼洋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (61釘，619
山口正之.....................410, 412, 623, 675 
山口重克・・・・・・・..…... 450,452,453,617,628 
山口勇子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・652
山）I暁夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・439;634 
山本冬彦・......................................649 
山本睛義・・.....................................651 
ひらく
山本啓…・・425,629, 632, 〔64釘，547;860, 
861,904 
山本広太郎・・・・・・・・・・・・・・•…...... 421,675,902 
山本耕一・・.........................616,680,860 
山本道雄・......................................447 
山本満・・....................................860 
山本哲三…………… 447,450,634,675,861
山中隆次・..…......... 422, 〔66切，906
山之内靖.................・629, 631, 645, 676 
山下肇.................................425,904 
山内 飛・・.............. 861,870 
山崎八郎・・・....................................644 
山崎カヲル（馨）…427,〔451),616,621,632,
〔645〕，646,650,651,676,680,861,862,. 
870,872,905 
さとし山崎怜・・.....................................904 
矢代梓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・676
安田展敏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・425
安井琢磨・.....................................407 
安）i正彬・................... 884 
安永寿延・...................677 
八柳良次郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・626,677
疇雅夫・・・・・・・.-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・881
横山宏章・・......................................631 
横山正彦•…·················423,623,627,862
横山好夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・430,438
米田佐代子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・622
米田康彦…….......…..... 413, 623, 627, 677 
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吉田栄一.......................................644 
吉田文和•……··422, 624,626,627,652,677, 
902 
吉田潤・......................................862 
吉田憲夫•……··617,620,632,677,680,862, 
863 
吉田震太郎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..644 
吉田昇三.....................406,893,895, 896 
吉井利真・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・447,677
吉岡昭彦・......................................426 
吉沢英成・................................632,882 
240 
吉沢芳樹・・.....................................422 
湯浅赳男・................ 632,633 
湯田慶雄....................654 
〔Z〕
ザクラージン・................................639 
ザグラーディナ・・・・・.........................641 
ザハーロヴァ・・・..............................657 
※ザッセンハウス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..…・ 894 
善康雄・...................・639 
補・訂表
403頁 〔上から 9行目〕 協議会、学会→ 協議会・学会（と表記換え）
407頁 〔上から7-8行間に挿入〕
927 
注＿「創価経済論集」 13(3)掲載の「ケインズ「一般理論』と戦間期のイギリス
経済」が当講演の基礎となったもの，ケインズの部「維誌一個別記事」参照
II 〔上から1行目〕 大阪市大 → 大阪市立大（と表記換え）
408頁 〔下から11-12行間に挿入〕
注＿講演内容〔およびこれに 1部手を加えたもの〕は，「〔関西大学〕経済学会
報」 (4)に掲載，ヶインズ，シュムペーターの部「雑誌一個別記事」参照
II 〔下から10-11行間に挿入〕
注ー―—講演内容〔およびこれに 1 部手を加えたもの〕は，「〔関西大学〕経済学会
報(4)に掲載，「補遺」〔末尾〕＝マルクスの部「雑誌一個別記事」参照
423頁 〔下から13行目に付加〕.)II鍋正敏（立教大）， 長島誠一（東京経済大）， 宮崎犀ー
（東京女子大）
II 〔下から 9行目に付加〕 小林弥六 → 小林彊六（と表記換え）
II 〔下から 7-8行間に挿入〕
注ー一当大会の内容は「経済理論学会年報」第21集に掲載，「補造」〔末尾〕＝マ
ルクスの部「雑誌ー特集号」参照
424頁 〔上から12-13行間に挿入〕 〔関係記事〕経済理論学会年報(21)
425頁〔上から 7行目に付加〕 良知力（一橋大）
II 〔上から 8行目に付加〕 山下肇（関西大），平井俊彦（京都大），徳永拘
（大阪大）
II 〔上から 8-9行目間に挿入〕 集権と分権の弁証法＿レーニンとローザ・ルク
センブルクの組織論伊藤成彦（中央大）
II 〔下から13-14行目間に挿入〕
注ー―—当大会の内容は「社会思想史学会年報・社会思想史研究」 (8) に掲載，
「補遺」〔末尾〕＝マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
426頁 〔上から 6行目〕 。→，（と表記換え）
II 〔下から 8行目〕 。→ , （と表記換え）
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427頁 〔上から13行目〕 。 →，（と表記換え） a 
II 〔上から14{子目〕 。を削除
428頁〔上から5行目〕長砂実→ 長砂賓（と表記換え）
” し〔上から8行目〕 。 →，（と表記換え）
” 〔上から13行目〕長砂実→ 長砂賓（と表記換え）
431頁 〔上から11行目〕 。 → , （と表記換え）
II 〔上から13行目に挿入〕「同一個別記事」 (p.664)参照
II 〔下から 7行目〕 。 → , （と表記換え）
433頁 〔下から5←14行目のアイテム全体について〕
当書 (1983年12月刊）は，すでに 1975年1月に出版されてあるもので，その
初版に対しページ数に若干の相違はあるが（価格は¥1,200), とくに改訂版と
いうべきものではないので，当目録への採録は妥当ではなかった，と思われる
434頁 〔下から9←15行目のアイテム全体について〕
当書についても，上記433頁の書と同じ理由で，当目録への採録は妥当ではな
かった，と思われる
435頁〔上から1行目〕長砂実ー→ 長砂賓（と表記換え）．
451頁 〔上から6-7行間に挿入〕 その後当書 1984年8月に刊行，「補遺I」〔最末尾〕
ーマルクスの部「雑誌ー特集号」参照，「単行書」から「雑誌ー特集号」への区
分変更についても同箇所参照
627頁 〔上から 1行目に付加〕経済（新日本出版社） (234) 
657頁 〔下から 1←2行目〕 ただし以下削除，当講演会については．「補遺」〔末尾〕ーマ
ルクスの部「記念講演〔会〕」参照，と補記
665頁〔下から8←9行目〕 (1983.10.15-1984.2.20)を (1983.10.15;1984.2.20}
〔と表記換え〕
674頁 〔下から 9行目に付加〕 赤旗 (1983.6.1) → 赤旗(1983.4.15), 同(1983.6.1)
242 
929 
正
?
表
頁 l 行 I 誤 I 正
410 下から11行目 週間読書人 週刊読害人
412 上から 9行目 当語末尾 当誌末尾
423 下から10行目 日高晋 日高普
‘’ 下から 2行目 平田満明 平田清明
425 上から 8行目 徳永洵の内 の内を削除
II 上から 9行目 好村富士彦 好村冨士彦
427 上から 2行目 東京経済大 東京経済大
433 下から12←13行目 東京理想社 東京理想社
434 下から 3行目 iv) 3 「資本論」 左の iv)を削除
438 下から14行目 再築構 再構築
, 下から 6行目 都留都人 都留重人
439 下から 1行目 (1（ 983.12.26), 左の，を削除高橋洋児）
444 下から10行目 '' 家旅論 家族論
448 上から14行目 New, York New York 
451 下から 7行目 1 (983.11. 11) (1983.11.11) 
452 下から11行目 内用弘 内田弘
II 下から 2行目 村岡俊之 村岡俊三
623 下から 4行目 …比較 111- …比較泉弘志 111-
635 上から11行目 162-164 162-163 
II 下から 9行目 平田清昭 平田清明
636 上から10行目 「共産亀宣言」 「共産党宣言」
648 下から13行目 東政次郎 東政治郎
659 上から11行目 227,229 227-229 
664 下から 5行目 194-107 104-107 
672I 上から 5行目 (1983.12.29) (1983.12.19) 
243 
